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１　騎士の苦悩と、王子の苦悩












　──城下町。道行く人々がおやと顔を上げる。

　キレのいい足音を耳にして、ついつい視線を吸い寄せられた人々は……しかしその音を響かせる一行を目にすると、皆一様に怯む様子を見せた。

　石畳の敷かれた道を、物々しい雰囲気の集団がやって来る。

　連なって歩くその集団は、多くが騎士の姿をしていた。しかし……いったい何故なのか……ほとんどの騎士は、うす気味悪いニヤニヤ笑いを浮かべながらウキウキ町を歩いている。中には浮かれたようにスキップする騎士（※ケルル）もいて。重量感ある肉体が跳ねるたびに、ドスンドスンと石畳が鳴り、ややうるさい。

　そんな奇妙な一行の先頭を歩くのは……端正な顔だちの一人の青年。

　見るからにただ者には見えぬ青年は、鷹のような鋭い目で前方を見据え、脇目も振らず歩いて行く。

　彼には特に町民たちを威圧しているつもりはなさそうだが、彼の進行する先にはおのずと圧倒された人々が道をあけ、雑踏に人混みを貫いた彼のための道ができ上がっていた。

　町民たちは首をひねった。あれはいったいなんの集団なんだと、皆、彼らを遠巻きに眺めていたが……そんな中、誰かが「あれは第二王子じゃないか」と囁いた。

　するとそれは瞬く間に観衆たちの中に広まって行き──町の者たちは、それぞれ間近にいた者と顔を突き合わせ、小声で何事かを囁き合いはじめる。

　──辺りの雰囲気が一変していた。漂うのは……不穏な空気だった。






　──そんな町の者たちの空気の変化を敏感に感じて。ブレアのすぐ後ろを歩いていたオリバーは、内心で舌打ちを鳴らす。そのヒソヒソ話が、ブレアにとっては、決していい内容ではないことを承知していたためだった。






　これはまったく心外な話だが……最近王都の民の間では、消えた聖剣と勇者を第二王子ブレアが故意に隠したなどという噂が広まっている。

　口さがない者たちは、そこにどんどん尾ひれをつけて──中にはブレアが勇者をどこかに監禁しているなどと、まるで見てきたかのように語る者までいるという。当然オリバーたちはどこのどいつがそんなことをと腹を立てて噂の出元を調べたのだが……。

　しかし、こうして実際に町に下りてみると、民衆のブレアに対する反応は、彼らが調査した結果などよりも余程冷淡な気がした。

　オリバーは、ブレアを焚きつけてここまで連れてきたことを後悔する。

　騎士は心配そうな顔で、己の前を颯爽と歩く主君の背を見た。

　ブレアは宮廷で、誰よりも聖剣探しに奔走し、力を尽くしているというのに。どうしてそれが理解されないのだろう。






（くそ……今日のブレア様の過密な予定を全部大声でわめいてやろうか……全員不敬罪に処してやりたい……）






　そう内心で毒づきつつも、それでもオリバーが堪えるのは、ひとえに、王子ブレアに連なる者として節度を守るためである。己の行動は、即ブレアの評価につながってしまう。

　こんな風当たりの強い場所で、もし騎士がブレアのために民を捕らえれば……例えそれが間違いなく不敬罪に当たる事柄でも、目撃した者たちは皆ブレアに対する反感を強めることだろう。……もちろんブレアが命じれば躊躇ためらわずそうするが、そうでない以上迂闊うかつなことはできない。

　苦々しかった。だがオリバーが苛立ちを堪え、歯がみした時──不意に、耳がその声を拾う。






　──……あれが聖剣泥棒のブレア王子か？

　──ああ……さすがあくどそうな顔をしているな……。






「────！」






　この人だかりの中では見つかりっこないと高を括ったか……下卑た笑い声に、オリバーの頭に一気にカッと血が上る。騎士は声がしたほうを勢いよく振り返り、殺気を飛ばし──。

　……かけたのだが…………。






　その時──ふと……、ブレアの歩みが止まる。






「オリバー」

「！」






　思わず腰元の剣に手を伸ばしかけていたオリバーは……ブレアの静かな声にギクリと身をこわばらせた。……いや、何も発言の主を斬り捨てようなどと考えていたわけではないが。冷静な主の声に、オリバーは、ああと嘆息する。

　どうせこの主人は、また『放っておけ』『かまわん、言わせておけ』と、言うに違いない。オリバーにとって、それはつらい命令だ。敬愛する主君が侮られているというのに、文句の一つも返してやれないのは、本当に、忍耐を必要とする。

　しかしそう文句を言うと、ブレアはいつもやれやれという顔をして、『ならば代わりに私になんでも言うがいい』と、苦笑する。私には遠慮せず、好きに苦情を申し立てろと言う主君に……オリバーは──まあ、結構なんでも言いたいことをズケズケと言わせてもらっているのだが。

　だがしかし、ブレアはオリバーに野放図のほうずにふるまうことを許しているわけではない。ブレアは外部の人間に対してはそれを許さなかったし、国民に対してもそうだった。






「……っ」






　オリバーの首元を汗がつたう。

　カッとして思わず民に剣を抜きかけたことがバレただろうか。

　ブレアは首を捻って横顔だけをオリバーに向けている。主君の鋭い視線に、短慮たんりょを起こしかけた騎士は引きつった顔で、ヘラり……と笑う。






「な……なんすか？」






　騎士の様子に一瞬目を細めたブレアは……しばし冷たい顔のまま、オリバーを見ていたが……。






「……オリバー……思ったのだが……」

「は、はぁ」

「……このように急に訪ねては……エリノアは迷惑なのではないか？」

「………………は……？」






　それを聞いた騎士は一瞬ぽかんと口を開ける。






「……はい？」






　オリバーが耳に手を当てて、なんですって？　と問い返すと、ブレアは真顔のまま往来で腕を組む。






「昨日茶会に招いて二人で過ごしておいて。しかも今日は己で休暇を与えておきながらだな……一日と空あけずに家に押しかけて行くのはいくらなんでも好意があからさますぎるのでは……？」

「…………」






　それを聞いた途端、オリバーは頭に上っていた血がスッと冷えていき……一気に生暖かくなるのを感じた。

　なんだか呆れやら感心やらがごちゃ混ぜになったものを吞みこんだオリバーは、






「………………まあ、受け取られようによっては、こいつどんだけ私に会いたいんだと思われる可能性は、ありますね」






　と、思ったことを包み隠さず遠慮せず、ズケッとキッパリ言葉にした。と、途端、ブレアが「ぐ……」と頬を赤らめて。その苦悩の顔色に、いよいよ呆れるオリバーである。






「……それは……気になるんすね──……」






　不敬な発言を口にした男のことなどすっかりどうでもよくなってしまった。

　あの声はブレアにも聞こえていただろうに。コソコソと己を悪しざまに嘲笑う連中を前に、娘の反応のほうが気になるとは恐れ入る。

　はーやれやれとオリバー。






「……その心臓の強さで好きなだけ好意をあからさまにすればいいんじゃないっすか～？　……あーあ、心配して損した……」






　どうやら投げやりな気持ちになったらしいオリバーが、いじけた声でそう言うと、苦悩していたブレアがスッと目を細める。






「心配などしてもらわずとも結構。どうせ私はなんとも思わない。……そのためにお前が剣など抜くな」

「……ぅ」






　ブレアの言葉にオリバーがやはりバレていたかと顔を気まずそうにしかめる。だが、ブレアの口調は責めているようなものではなかった。最後に添えられた言葉は、騎士に対する気遣いに満ちていた。そのことにどこか気恥ずかしそうにしながらも、オリバーは「そうは言ってもですねぇ！」……と、苦情を申し立てようとした……が。






　不意に、ざわめく民衆の中から鋭い怒号が上がった。






「……なんなのですかこの騒ぎは……道が歩きにくいといったらありません！　道を開けてください！　急病人ですよ！」






「──ん？」

「あれ……ブレア様あの声……」






　聞き覚えのある声に、ブレアが顔を上げ、オリバーも眉間にしわを寄せ怪訝そうな顔をする。二人は声が聞こえてきた方向へ視線を向けて──。

　すると、そこに、民衆を厳しい叱咤で退かせた男が──神経質そうな顔で人垣の中から姿を現した。

　それを見て、ブレアとオリバーが揃ってギョッと目を剥いた。






　現れた男は……険しい顔で集まった民衆を睨んでいる。ただし……人垣を強引に抜けてきたその男も、民衆たちに相当睨まれてはいるが。

　だが現れた男──ソル・バークレムは、そんなことはお構いなしで、いつの間にか人で溢れかえっていた往来を足早に横切って行く。






「まったく……何故こんなに道が人だらけに……迷惑な……おや……？　どなたかと思えば……ブレア様ではありませんか？」






　人垣を抜けて、そこで目をまるくしている主君に気がついたソルは、一瞬だけ表情を和らげる。だが、彼の腕の中の存在に気を取られていたブレアは、残念ながらその微笑みには気がつかなかった。

　何故ならば……ソルの腕の中には、げっそりした娘が、ぐったりした顔で収まっている。いや……収まって……いない……。

　仰向けで抱き抱えられた娘の腕は、ソルの腕からだらんと垂れ下がっていて、あまりにも不安定。どうにも捕まえられた猫が人の腕から逃げ出そうとした挙句こうなった……と、いうような、不格好な有様なのである。

　娘の顔は蒼白で、げっそりしてキレそう、もしくはキレすぎて気が遠くなるとでも言いたげで。どうやらそれも……娘がソルに対して途中でなにがしの抵抗を試みたことを物語っているようなのだが……。

　その、青い顔を天に向け、口から魂が抜け出そうになっている娘は……。






「エ……エリノア!?」






　そう──まごうことなくエリノアなのであった。






　それを見たブレアは目を瞠って、己の書記官に説明を求めるべく慌てて詰め寄って行く。






「ソル！　こ、これはいったい……」（その背後でオリバーは「あーあ……またやらかしてやがる」と、うすら笑う）






　が……。

　しかしソルは、主君の問いかけに応えず、立ち止まりもしなかった。臣下としてはあるまじき行為だが、青年はあくまでもキリッとした顔のまま、キッパリと声を張る。






「申し訳ありませんブレア様！　現在少々急いでおりまして……また後ほどご説明にあがります！」

「な、何……？」






　ブレアにそう言い放った男は、ブレアに一礼だけすると……そのまま足早に場を去って行く。






「道をお開けください！　道をお開けください！　急病人です！」

「……急、病人……!?」






　それが腕の中のエリノアを指すのだということは明らかで。うろたえていたブレアの顔色がサッと青ざめる。ブレアは慌ててソルに追いつくと、その肩を引く。






「待て！」

「む、ブレア様？」






　引き留められたソルはゼーゼー言いながら振り返った。

　意気ごみはいいのだが……ソルは文官なせいか、キビキビしている割に足が遅い。人ひとり抱えて人混みの中をくぐり抜けてきて疲れもしたのだろう。額からはおびただしい汗が滴り落ちている。それに、真顔で分かりづらくも、必死すぎる書記官は……自分がどれだけエリノアを不格好に、不安定に抱き抱えているのかにすら気がついていない。おそらく彼には「早く医者に行かねば」という頭しかないのだ……。






「貸しなさい、私が」






　ブレアがそう言うと、ソルは「しかし殿下にそんな……」と一瞬の抵抗を見せた。が。






「──ソル」

「！　……は……」






　短いブレアの呼びかけには、はっきりと命令の意がこめられていた。その切羽詰まった主君の顔に……さすがのソルも逆らわず、首こうべを垂れる。ソルはブレアにエリノアを丁寧に受け渡すと、汗をふきふき、道を先導しようと先へ行く。

　そしてエリノアを渡されたブレアは……。

　彼はぐったりした娘の顔を見て、一瞬苦悶の表情を浮かべたが……ブレアはグッと奥歯を噛み、そして急ぎソルの後に続いて駆けて行った。後に続くオリバーたちも、皆苦しいブレアの胸のうちが分かったのか……誰も娘をこちらに寄越せとは言わなかった。












　……しかし──……。






　ソルの「急病人です」というセリフにすっかり気を動転させたブレアは、その言葉に惑わされ、気が焦るあまり……当のエリノアの容態をよく確かめはしなかった……。

　可哀想にエリノアは……ソルの『ブレア様がお好きですか？』という無遠慮極まりない質問に負わされた精神ダメージも癒えぬまま（……そして何故かそのまま問答無用で病院送りにされそうなことにキレそうだったストレスもプラス）

　唐突にも……まさかの御本人様（ブレア）登場に……。






　本気で気絶する三秒前である。

















２　書記官の懺悔












「…………」

「…………」

「…………申し訳ありませんでした……」






　ブレアの騎士たちに、ソルが囲まれている。

　町の診療所の前。折り目正しく正座した書記官は、珍しく萎れた顔で肩を落としていた。

　それをぐるりと取り囲んだゴツい顔の騎士たちは、じっと青年を見下ろしている。大股を広げて立つ者、腕組みをする者……その威圧感のある光景に、図らずも出会った通行人たちは、ギョッとして。足早に立ち去るか、恐る恐る遠巻きにして「ありゃぁ、どこの犯罪者が捕まったんだ？」……と、噂話を交わしていた。

　……さて、どうしてこんな有様になったかと言えば……。






　──それは数十分前の出来事。

　ブレアたちは近くの診療所にエリノアを運びこんだ。

　その診療所の老医師は、もちろん急患には慣れていたが……いきなり大勢の騎士がゾロゾロと診療所に入ってきたのにはさすがに驚いたらしい。

　しかも騎士らを従えている青年は、鬼も泣くかというような鬼気迫る顔つきで老医師の前にやってきて。腕に抱えた〝急病人〟を診てほしいと懇願する。

　老医師はいったい何事かと思ったが、騎士たちに急かされて、とにかく考える間もなくエリノアを診た。時刻はもう夕刻に近いという頃。他に患者がいなかったのが幸いだった。






「…………」






　そうしてエリノアを診察し終えた老医師は、無言でエリノアの脈から手を離す。

　周囲で見守る青年や騎士が固唾を吞むなか──医師は、ギョロリとした大きな目で、青年を見た。その視線を受ける黄金色の髪の青年は、恐ろしく堅い表情で医師の言葉を待っている。（※死ぬほど心配している）と、老医師が、重い口調で言った。






「……あんたがた……この健康優良児をなんで連れてきたんだね？」……──と。






　周囲の幾人かが「へ？」と、言った。

　そう言われたエリノアは……健康優良〝児〟という歳でもなかったが。とにかく老医師はエリノアが健康そのものであることを言わんとしたらしい。






「……け、ん……？」






　それを聞いたブレアは……これまで配下たちが見たこともないような唖然とした顔で瞳を瞬かせて。そんな彼に高齢の医師は呆れたような顔。医師の向こう側の診察台の上では……エリノアが、真っ赤にした顔を両手で覆って「やっぱり……」と呻いている。






「なんだって？　顔が真っ赤だったから連れてきた？　それで大の男たちが慌ててゾロゾロやって来たのかい？　はぁ、まあなんとも過保護なことだねぇ。そこでぐったりしておる者のほうが、よほど療養が必要そうに見えるけどねぇ」






　老医師はそう言って、ブレアの背後で疲れ果てゼイゼイ言っているソルに目を向けた。（※体力がない）

　その言葉に、診察室の中にはシーン……と沈黙が広がる。

　──と、そこに……蚊の鳴くような声が弱々しく上がる。






「……だから言ったのに……」






　そのいたたまれなさそうな声に……すっかり肩透かしを喰らって呆然としている男たちの視線が集まる。

　注目されたエリノアは、ちょっぴり涙ぐみながら、医師の言葉を聞いて目をまるくしているブレアと……診察室に入りきれず、廊下にまで溢れかえっている騎士たちを、恥ずかしそうに、恨めしそうに睨んでいる。……確かにその娘の顔は死ぬほど赤い。だがそれを医師は的確に診る。






「顔が赤かったのは、あんたらのせいだな」









　と、いうことで。一番最初に早とちりしたソルは、診療所の外で懺悔することになったのだった。






「…………申し訳ありませんでした、突然真っ赤な顔でお倒れになったのでてっきり……」






　うなだれる書記官に、騎士たちは野太い腕を組み、顔を見合わせている。






「かくなる上は、潔く罰を受ける所存にございます……！」






　激しく罪の意識を感じているらしいソルは、決死の覚悟でそう宣言したが……。






「……──ま……いいんじゃねえの？」






　けろり、と答えたのはちっちゃい筋肉騎士トマス・ケルルだった。






「……は？」






　思いがけない軽い口調に驚いて、ソルが顔を上げる。と、騎士たちはグフグフ笑い声を立てながら、目元をニヤニヤさせている。それを見たソルが少し身を引いた。






「……申し訳ない、皆さん、なんなんですかその気持ちの悪いお顔は……」

「え？　だってなぁ、グフッ、おかげでブレア様は今日も嬢ちゃんに会えたし、なぁ？」

「心配そうなブレア様は尊かったな」

「おいコラ不謹慎だぞ！　……だがまあ気持ちは分かる……ふふふ」

「…………」






　恋の話をする乙女のような騎士たちの顔に……ソルがなんとも言えない微妙そうな顔をしている。と、含み笑いをしていた騎士のうちの一人が、隣の騎士の肩に手を置いて嬉しそうに言った。






「それに見たか？　あれやこれや殿下に向かってコソコソ文句を言っていた町民連中が、ブレア様の颯爽としたご様子に見惚れて言葉をなくしておったわ！」

「見たぞ見たぞ！　嬢ちゃんを抱き上げた時だな!?　あれは素晴らしく様になっておいでだった。無理もあるまい！　男の目から見ても惚れ惚れするわい！」

「しかもだな、遅れて来た仲間の話では……あのあと町民たちは、ブレア様が暴漢から町民娘を救ったと噂しているらしい」

「ほう！　暴漢とな！」

「……暴漢？」






　騎士たちの言葉に、正座したままのソルが不審そうな顔をした。

　……どうやら……その暴漢とは、エリノアを不格好に抱えて走っていたソルのことらしい。

　娘エリノアが逃げたそうであったこと、慌てた男ソルが町民たちを押し退け、睨みつけながら走っていたことで、どうやらそのような勘違いを招いたらしい。

　どうやら誘拐犯か何かにされたらしい当人は、意味が分からないというふうに眉をしかめている。が、騎士たちにはおおよその事情が分かった。男たちは生暖かい目でソルを見下ろして。ケルルがポフッとソルの肩に手を置いた。






「？　いったいどういうことですか？」

「ははははは！　まあどうでもいいではないか！　とにかくお手柄だぞバークレム！　ははははは！」

「？　…………はぁ……」






　騎士たちは、笑って事実をごまかした。

　ソルは不思議そうに顔を歪めている。

　──それらのやり取りを、すべて彼らの輪の外で聞いていたオリバーは、やれやれとため息をこぼしているのだった。









　──さて同じ頃。診療所の中でも頭を下げる男が一人。

　羞恥と後悔で苦々しく歪んだ顔。しかし……小さく吐き出されるため息には、深い安堵がこめられていた。






「……すまなかった、本当に……」






　待合の椅子に座るエリノアに向かって、自分もその正面の椅子に腰掛けながら、ブレアは深々と頭を下げている。

















３　夕刻の誘い












『今日は他に患者もいないから』と、待合の部屋を貸してくれた老医師が奥の部屋にひっこんでしまうと、そこはブレアとエリノア二人きりの空間になった。

　待合には来所者用の椅子が数個置いてあって、一番出口に近い位置にある長椅子にはエリノア。ブレアはその向かいの席に座っていた。

　エリノアはとにかく恥ずかしいやら疲れるやらで……椅子にぐったりもたれるようにしていたのだが、そんな彼女にブレアは深々と頭を下げた。






「……すまなかった」






　潔く下げられた金髪が微かな音を立てた気がして、ハッと気がついたエリノアが慌てる。






「え、で、殿下……？」

「もっと冷静に状態を見極めるべきだった……」






　ソルに〝急病人〟と抱えられたエリノアの（げっそりした）青い顔を見た瞬間。ブレアの脳裏には、昨日目の前で倒れたエリノアの青白い顔が蘇った。同時に──その時感じた不安を思い出し、矢も盾もたまらずエリノアをここまで運んできてしまった。彼は己が必要以上に動揺してしまったことを悔やんでいる。






「無様にも騒ぎ立てて迷惑をかけた。すまない」






　表情が見えずとも、ブレアの苦悩は手に取るように伝わって。エリノアは「そんな」と、困り顔で両手を大きく左右に振った。






「無様って……こちらこそ心配をおかけして……ブレア様、お願いですから頭をお下げにならないでください……！」






　確かにやり方はいささか冷静さに欠けてはいたが……ブレアにも、そしてソルにも、心配してもらったことには違いない。ついつい責めるような言葉を言ってしまったのを後悔しながら、エリノアが下がり眉でオロオロしていると……それを見ていたブレアが、ふっと肩から力を抜いた。

　よほど心配していたのか、いつもと変わらない娘の様子を見て、今やっと安心したようだ。

　ブレアはもう一度「本当にすまなかった」と言って。ほっと温かい眼差しをエリノアに向けた。

　その主君の顔を見て、エリノアも安堵する。

　ブレアのつらそうな顔を見るのは、やはりつらい。が、反対に、こうして穏やかな顔を見ていると自然エリノアの頬も緩んできて。ブレアにつられたエリノアがホヘッと微笑む、と…………。






　その瞬間に、頰同様、身体の緊張も緩んだらしかった。

　静かな待合の中に──大きな音が響き渡った。






　ぐぅぅううう……と……。






「ぎゃ！」






　途端エリノアの手が慌てて己の腹を抱きしめる。ほぐれかかっていた顔が一気に真っ赤になって。今の音……聞かれただろうか、という……焦りに満ちた目がブレアを見上げる。と、青年は瞳をパチパチさせながら問うた。






「……腹が減っているのか？」

「ぅ……そ、その……」






　誤魔化しようのない、盛大な音を轟かせてしまったエリノアは、恥ずかしそうにカックリと頭を落とす。






「申し訳ありません……今日は何故か物凄く忙しかったので……」






　エリノアは消え入りそうな声で、ほとんど食事をする暇がなかったのだとブレアに言った。

　子猫たちの騒動にはじまり、女豹婦人に与えられたミッションやら。ソルが届けてくれたハリエットの菓子も、結局はまだ食べられていない。

　その説明の間にも腹の音は鳴り響き、その度エリノアが悲壮な顔で腹を押える力を強める。

　よりによってとエリノア。ブレアにこんな音を聞かれてしまうなんて。空腹だと泣き叫ぶ腹の音など、想い人に聞かせたい乙女などいるだろうか……。






（ぅう……何故……最後の最後で……）






　時刻はもう夕刻。散々駆けずり回った今日という日の締めくくりがこれだとしたら、あまりにも報われない。

　そもそも城下にブレアの姿があること自体稀なのに、どうしてこんなにも間と運が悪いのだろう。エリノアは一向に鳴り止まない腹の音にうちひしがれた。









「…………」






　さて、こちらはブレア。

　無言の男は、目の前で、腹を抱えプルプルしている娘をじっと見下ろしていた。

　娘の腹から絞り出される悲鳴のような音。

　真っ赤な顔はとても可愛らしいが……ふむとブレア。この朴訥ぼくとつな男にも、さすがにこのままではエリノアがかわいそうだということが分かった。騒いで診療所こんなところまで連れて来た詫びもしたい。どうにかしてやれないかと彼は考えて。灰褐色の瞳がチラリと診療所の窓の外を見つめる。






「…………」

「……え？」






　不意に動いた男の気配に、エリノアが顔を上げた。

　……すると、立ち上がったブレアが自分を見ている。その手が……しっかりと腹を押さえこんでいた彼女の手を労わるように解き、そっと握る。






「……っ」






　大きな手にふわりと包まれた自分の手を見た途端、ぽかんとしていたエリノアの頭がボフッと破裂しそうに赤くなる。その間にブレアは、エリノアを椅子から引っ張り上げた。






「え？　え？　……ブレア様？」






　立ち上がらされた娘は戸惑ったように主君の顔を仰ぎ見る。と、






「……したことがなくてな」






　真顔のブレアが言った。






「え？　ぁ……」






　エリノアがキョトンとする。と、ブレアはそんなエリノアの手を取ったまま歩き出し、診療所の扉を押し開いて彼女を外へ導いた。（※この瞬間、診療所まわりにいた騎士たちは、ソルを羽交い締めにして恐ろしく機敏な動きで身を隠した）

　エリノアは、どうしていいのか分からないという顔でその後に続く。






「……ブレア様？」

「私は城下で買い食いというものをした経験がない」






　言いながら振り返ったブレアは、エリノアに穏やかに微笑み、つき合ってくれると有難いのだがと、さり気ない言葉をつけ加えた。






「──…………」






　その瞬間エリノアは息を止める。

　自分を見つめる精悍な顔が、薄い夕日に照らされて。あたたかく慈しみに満ちた表情に変化した瞬間を目撃して……思わず思考が停止していた。

　彼の言葉が、空腹な自分のためのものであるとは、もちろんエリノアにもよく分かった。

　──途端、エリノアは。己の中で、ブレアに対する気持ちが大きく膨れ上がるのを感じた。

〝好き〟という感情が膨張し、それが喉を突き破り、今にも口から飛び出して行きそうだ。






（ぅ……ブ、ブレア様……）






　好き……ヤバイ……と悶絶する娘。動悸も激しく脈打って……しかし……そうすると……。

　エリノアの身体は再び緊張を取り戻したらしい。

　あれほどグルグルグーグーとうるさく鳴っていたエリノアの腹の音が、急にピタリと不自然に止まり、それにブレアがおやという顔をして……。






「ひっ!?」






　王子の不思議そうな顔に気がついたエリノアは慌てた。慌てて──腹を押さえ、身を折った。






（な、なんで急に止まるのよぉ！）






　ブレアにときめいた途端に鳴くのを止めた腹。……それはそれで……己の好意を周囲に知らしめているようで。死ぬほど恥ずかしいエリノアである。

















４　貧乏性侍女と、心配性王子の攻防












　屋台が並ぶ市場のすみ。

　樽や木箱の上に板を乗せただけ……という簡素なテーブルの前に座ったエリノアは、卓上に並べられたおびただしい数の食べ物たちをどうしていいのか分からずに身をこわばらせていた。

　串焼き、腸詰め、炙り肉のサンド。肉だんごに揚げ野菜、揚げ肉、揚げ魚。スープとパンは数種類ずつ。炒った木の実に糖蜜をかけたような素朴な菓子類や果物もいくつか並んでいる。






「……、……、……（…………なんのパーティだろう……）」






　思わずぼうっとそう思った。

　しかしどうやらそう感じたのは、彼女だけではなさそうだった。

　賑やかな市場。もちろん他にも客はたくさん行き交っていて。そんな中、到底一人前……どころか二人前にも思えぬ量の食べ物をテーブルに並べ、一人無言で腹の音だけを響かせながら座っている娘の姿は、周囲の者たちの目にも奇妙に映ったらしい。他のテーブルの客や通行人たちが、ジロジロ投げかけてくる視線を感じながら……エリノアは、きっとものすごい大食らいだと思われているんだろうなぁと思った。

　エリノアはふっと達観した顔で空を見る。






（ま、いいんだけどね……）






　問題はそこじゃないしと心の中でつぶやく。

　──と、その時。市場の人混みを抜けて、ブレアがエリノアのもとへ戻って来た。

　威勢のいい屋台の呼びこみの声や酒呑み達の笑い声……様々な音がガヤガヤと混じり合う中でも、実に涼しげな顔で歩いて来た青年を見て、エリノアはほっとする。

　が……ブレアのほうはといえば、目当ての場所に座っている娘が、料理に少しも手をつけずに自分を待っていたことに表情を曇らせた。






「──どうした、何故食事をしない？」






　買って来た茶をエリノアの前に置いてやりながら、ブレアが心配そうに問う。






「私を待たず食べていなさいと言ったはずだが……どうした？　空腹すぎて胃でも痛くなったのか？」

「え……っと……」






　案じてくれている様子のブレアに、なんと言ったらいいものかと、エリノアが口ごもる。と、ブレアはそれを肯定だと受け取ったらしかった。

　彼は「では今度は何か胃に優しそうなものを」と、たった今座ったばかりの椅子から腰を浮かせ──驚いたエリノアが慌ててそれを止める。






「!?　違います！　胃は大丈夫です！　物凄く丈夫です！」






　ブレア様待って！　と、エリノアは両手で彼の腕をつかんで引き留めた。

　これ以上何かを買ってこられてはたまらない。

　必死に引き留めるエリノアに、ブレアは釈然としない様子で眉をひそめている。






「？　では何故？」

「いえ、あの、りょ、量が……量に驚いてしまって……」

「？」






　エリノアは怯えたような顔でテーブルの上を見ている。






「ブレア様……わたくしめ、とても貧乏性なので、ちょっとこの状況は恐ろしいのですが、どうしてこんなに……」






　テーブルに並べられた料理たちは、どれも内容は庶民的な軽食だが……どうにもこうたくさん並べられると贅沢に思えてエリノアは尻ごみしてしまう。

　しかしブレアは不思議そうな顔をした。彼は王子という身分上、食事は豪華なのが基本だ。それに彼の母である王妃は、実は女性にしては結構な健啖家けんたんかで。たくさん食べる母を見て育ったブレアは一般的な女性の食事量をあまり知らなかった。ゆえに、エリノアに「量が」と言われても、いまいちピンと来なかったらしい。ブレアは生真面目な顔で首を捻っている。






「……これは……多いのか……？」

「あ……いえブレア様がたくさん食べてくださるなら……」

「？　私は空腹ではない。すべてお前のためのものだ」

「…………」






　当然という顔で返された言葉に、沈黙するエリノア。

　……まあ……そうなんだろうなぁとは薄々感じ取ってはいた。

　用意されたスプーンもフォークも一本ずつ。彼が今どこからか購入して来てくれた茶も一杯だけ。

『買い食いに付き合って欲しい』と言っていた彼の言葉は、空腹なエリノアのための建前だとはもちろん分かっていた。が……しかし、それならば、自分の腹は串焼き一本、パンの一つくらいで事足りるのだ。何もこんなテーブルいっぱい食べ物を用意してもらう必要はない。

『騒がせてしまった詫びだから』と、ブレアが言うもので、食べ物の調達を任せたが、まさかこんなことになるとは思ってもみなかった。






「…………」

「エリノア？」

「…………（お支払い、いくらくらいだったのかな……）」（←怖い）

「食べないのか？」

「…………（ここまでくると……私もいくらか払ったほうがいいわよね……）」

「……？」

「…………（……そりゃあブレア様はお金持ちかもしれないけれど、さすがに気がひけるっていうか……）」






　エリノアは考えこんだまま、うんうん頭を悩ませている。

　そんなエリノアを見て、ブレアは不安げな様子。






「…………」






　何故だか一向に、料理に手をつけそうにない娘。しかしその腹は先ほどからずっとグゥグゥ鳴っている。その音を早く鎮めてやりたくて、彼なりに慌てて屋台から食べ物を買い集めて来たのだが。

　いったい何故だとブレア。






　──血色はいい。具合が悪いわけではなさそうだ。

　──もしや好きなものがなかったのか……。






　と、そこまで考えて、ブレアはハッとした。






（もしや……嫌いなものばかりだったのか!?）






　無言のブレアは密かにうろたえた。

　エリノアが何を好きなのか分からなかったゆえに、色々と買って来たのだが。これだけあれば一つくらい好きなものがあるはずだと思っていたブレアは……その数打ちゃ当たる戦法のせいで、エリノアを萎縮させていることに気がついていない。青年は、焦燥感に苛まれる。






（……私は……もっと、お前を知る必要があるな……）






　そうでなければ腹の音すら止めてやれないのだなと悔しくなり、思わず物憂げにため息をついた、時──……エリノアの腹から、一際大きな音が鳴る。

　キュゥッ、グルッ、キュルルルル……と、最後はもうダメだと訴えかけるように……切なく消えゆく音を聞いて──……瞬間、ブレアは咄嗟にあるものに手を伸ばしていた。









　一人考えこみ、──お金を払うって言ったら、殿下のご好意を無下にすることになるかしら……と悩んでいたエリノアは……。






「……ん？」






　ふと、顔の傍に何かが近づいて来た気配に気がついて、視線を上げる。と──……。

　自分の口のごく近い場所に、何やら茶色い肉の塊が……。






「え」






　エリノアは──突然現れた肉だんごを凝視して、ぽかんと呆気にとられた。

　肉の向こうには──ブレアの真顔。






「……ブ、レア様……？」






　困惑して呼ぶと、そのエリノアの口を見て、ブレアが「それでは入らない」と不満そうに言った。






「へ？」

「もう少し口を開いてくれ」

「え？」






　ブレアは肉だんごを突き刺したフォークを、エリノアに向かって差し出していた。驚いたエリノアが肩を後ろに引くと、ブレアが子供を叱るような口調で言った。






「食べなさい」

「……た……っ!?」






　ギョッとするエリノア。だがブレアは肉だんごを引っこめなかった。






「いつまでそうしているつもりだ。腹の音が哀れで聞いていられない。食べなさい」

「あ……い──いただきます、けども……！」






　どうやら……ブレアはいくら待っても料理に手をつけないエリノアに、痺れを切らしてしまったらしい。彼はエリノアの赤くなった顔に肉だんごを近づける。






「エリノア、口を開けなさい」

「フォ……フォークを……」

「渡せと？　分かった、だがひとまずこれを食べてからだ」






　ずいっと距離をつめて来たフォークと肉だんご。それを見たエリノアが、ひぃっ！　と、叫ぶ。






「で、でも……」と、エリノアが言った瞬間、ブレアが悲しそうな顔をした。






「もしかして、（肉だんごが）嫌いなのか？」

「え!?　ブレア様のことをですか!?」

「私……？　私が……ダメだったのか？」






　エリノアの盛大な聞き間違いにブレアが驚いた顔をする。と、今度はエリノアが悲壮な顔をする。






「え、あ、ち、違っ……！」

「すまない………」






　しゅーんと一気に落ちこむブレア。いくらか覇気を失った声で言う。






「だが、食事はしなさい……食べ物に、罪はない……」

「ええ!?　ほ、本当に違います！　違うんですブレア様っ！」






　エリノアは真っ青になった。









　──極度に不器用な彼は、普段だったらきっとそれをしなかったことだろう。

　はじめはただ、空腹なはずなのに、いつまでも難しい顔で一向に食べようとしないエリノアが心配で。食事をとるよう促すだけのつもりだった。が……。






　恥ずかしそうに少しうつむいて。耳まで赤い顔でおずおずと口を開くエリノアを見ていると……そこにはあらがい難い引力があるように思えた。

　可愛らしい紅色の唇が、ブレアの差し出した肉に思い切ったふうにかじりつき……それを見た瞬間彼は、やっとのことでエリノアに受け入れられた喜びに、すっかり心を奪われてしまった。









「お……おいしぃです……」






　ほとほと額に汗しながら肉を噛んで、やっとのことで飲みこんだエリノアは、消え入りそうな声でそう言った。

　先程のまぬけなやり取りの後、結局軍配はブレアに上った。しょんぼりしたブレアに負けて、肉だんごを食べさせてもらったエリノアの顔は火照りきっている。その顔にじっと見入っていたブレアは──……ため息をつく。






（……今の顔……愛らしかった……）






　……もう一回──……。






　──と、思ったブレアは。

　知らず知らずのうちに再びフォークで肉を突き刺していて。それを差し出されたエリノアが真っ赤な顔で慄いている。






「ブレア様!?　フォ、フォーク、くだ、くださるって……」

「…………」






　約束が違うとのけ反ったエリノアが、言葉でブレアを制止しようとすると──途端にブレアの瞳が残念そうに曇る。






「う……」






　それはブレアの視線がわずかに伏せられて、瞳に小さな影を作っただけにすぎなかった、が……エリノアにはそれで十分だった。エリノアの目には、ブレアがしゅんと捨てられた子犬のように見えてしまう。エリノアはガシッと己の顔を手で覆った。






「あ、あ！　我が目のフィルターがおかしい！　で、殿下が……」






（可愛い可哀想……っ！）






　罪悪感と萌えに胸を射られたエリノアは、ブレアの寂しそうな顔に耐えられなかった。娘はしばし頭を抱えて「ぅ、ぁ、ああぁっ！」と、不明瞭な声で呻いていたが……葛藤の末、断腸の思い……！　という顔で。差し出されたままのフォークの先端に刺さった肉（※今度は串焼き肉。ブレアが串から外してくれた）に、えいやっ！　と勇ましい顔でかじりついた。

　途方もなく恥ずかしかったエリノアは、ブレアの顔を見ないようにギュッと目をつぶって、必死で肉を噛み──それを喉の奥に下してから。どうだこれで王子も満足だろうと恐る恐る瞳を開いて──その、途端……。






　エリノアの喉がグッと鳴る。






「っ!?」






　危うくむせ返りそうになったエリノアは、慌てて自分の口を手で押さえこんだ。

　そんな娘が大きく瞳を開いて凝視しているのは──。






　ブレアの、反則級の笑顔だった……。






　ブレアは心底嬉しそうに目元を和らげている。






（ちょ、まっ……）






　──それを間近で直視したエリノアは──気が遠くなった。






（……死、死にそう……）






　恥ずかしいやら、ときめくやら、意味が分からないやら……頭がぐるぐるして。エリノアの胸は今にもはちきれそうだった。
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　──そんな一連の出来事を──。

　屋台の陰に隠れて見ていたトマス・ケルルは……同じく隣の屋台の陰に身を潜めて生暖かい顔をしているオリバーに言った。






「オリバー……ぐふっ、ブレア様、幸せオーラ、万々歳……」

「…………黙ってろ」

「何言ってんだ！　黙ってられるわけないだろ！　俺担当じゃねーけど王妃様に報告しに行ってこよう、あ、陛下にも!?　王太子殿下にも!?　ハリエット王女にもだな!?　ブレア様が嬢ちゃんに、アーンってしましたって！　アーンってしてましたって報告しなきゃだな!?　な!?」

「……うるっせー……何回も言うんじゃねぇよ……」






　興奮しきってしがみついてくる同僚に、オリバーはうんざりとため息をつく。

　──明日は王宮（主に王妃周辺）が大変な騒ぎになりそうである。

















５　魔王の葛藤と平和












　ブラッドリーは言った。






「──僕、モンターク商店の手伝いしていてよかったよ……」






　少年はにっこり微笑む。






「そうじゃなかったら……一日中姉さんの警備員（もしくは監視員……もしくはストーカー）でもしてるところだもの」






　ブラッドリーが口の端を持ち上げると、どこからともなく廊下に冷気が立ちこめて来て。微笑みを向けられた配下たちがぶるりと身体を震わせた。

　身の毛がよだつとはこのことねぇと、心地よさそうに漏らしたのは……どうやらコーネリアグレースだ。婦人の肩の上にはマリーたちがうずくまっていて、老将メイナードはブラッドリーの傍でちゃっかり毛布に包まれていた。






　そんな彼らに見守られている少年魔王は、いつまで経っても開く気配のない玄関扉をじっと見据えて待っていた。

　彼がそこから戻ってきて欲しいのは、もちろん姉、エリノアである。






　──本日の昼間。今日だけは姉の行動を詮索しないと決めた少年は、健気にも、いつにも増してモンターク商店の手伝いに励んだ。

　姉には見張りもつけている。何かあれば知らせは来るはず。きっと心配ないし、心配しすぎもよくないのだと。

　仕事に集中していれば、余計な不安に胸を苛まれることもなく、きっと家に帰る頃には──姉はいつも通り、自分を温かく出迎えてくれるはずだと。

　だが──せっせと働き、帰宅したブラッドリーのその期待は、見事に裏切られてしまう。彼が家に戻った時、エリノアはそこにいなかった。






（……いや、それはいいんだ……）






　と、ブラッドリー。がっかりはしたが、姉にだって都合がある。

　弟としては、毎日忙しい姉が楽しい休日を送ってくれているならば、それはそれで嬉しい。が……。

　問題なのは、もう日が暮れてきたということ。単純に、姉の帰りが遅いことが心配なのだった。






「……姉さんが夜道で変な奴に声をかけられたらどうしよう……」






　ブラッドリーがハラハラしながら家の中を行ったり来たりすると、その足元に闇が冷気を伴い溢れ出す。

　そんな少年の背中に、コーネリアグレースがモッフリした手を乗せる。






「まあまあ陛下。落ち着いてくださいな。姉上様には愚息をつけておりますし、さっき忠犬も二人を探しに行きましたから。大丈夫。見つかり次第お迎えにでもなんでもお行きになればよろしいじゃありませんの。もし不埒ふらちにも誘拐犯などがいましたら、あたくしが金棒で吹っ飛ばして来て差し上げます」






　ね？　と、微笑む婦人は──エリノアを連れて行ったソル・バークレムのことを故意にブラッドリーに黙っている。

　ソル・バークレムは意味の分からない人間男ではあるが、そう害はないだろうというのが婦人の見立てである。まあ、エリノアは医者に連れて行かれたようだから、健康状態が良いということでも証明されて帰ってくるだろう。現在トワイン家では献立のほぼすべてを彼女コーネリアグレースが掌握しており、己の作る料理を食べているエリノアが健康でないはずがないと、婦人は絶対の自信を持っていた。婦人の獣の口がニヤ……と、薄く割れる。






（ふふふ……あたくしの優秀さに挑むのねソル・バークレム……ギャフンと言うがいいわ）






　ふ、ふ、ふ……と、婦人は悪人顔で笑っている。が……ふと気がついた。






「……あら？　陛下、どうかなさいました？」






　見下ろせば、ブラッドリーが口をつぐんで戸惑ったような顔をしていた。






「陛下？」

「……いや……今日は…………行かない」

「え？　お迎えにですか？　行かないんですの？」






　絞り出すような主君の言葉に、コーネリアグレースが不思議そうな顔をする。






「……今日は邪魔をしないと決めたんだ……今日は……」

「はあ？　そうなんですの？　まあ、お珍しい」

「……」






　もちろん姉は心配だ。が、もしかしたら、ただ夕方の町で何かを楽しんでいるだけかもしれない。ブラッドリーは苦々しい顔で耐えるように言った。






「……だって、もし姉さんが何かを楽しんでいるだけなら悪いし……姉さんが僕以外の誰かと楽しそうにしてたら邪魔したくなるから……見ないほうがマシって言うか……それに姉さんが楽しんでいる間に僕が心配しているなんてことを姉さんが知ったら、それはそれで気に病むだろうし……でも心配だから顔は早く見たい……ぁあ、どうしたら……」






　……どうやらブラッドリーの中でも、色々な葛藤が複雑に渦巻いているらしい。

　滲み出る苦悩に──配下たちは皆、しみじみと陽光にあたるが如き顔をする。






（（（…………へいわ……）））※三姉妹

（平和だわぁ……）※コーネリアグレース

（平和……じゃ……な……）※メイナード






　殺伐とした魔界時代に彼ブラッドリーが頭を悩ませていた諸々の問題を思えば……こうして彼が今、姉が帰ってこないだの、他の輩と楽しんでいるところを見たくないだのとイライラしていることは、魔物たちにとっては平和そのもの。……もちろん主が心の底から悩みまくっているのは由々しきことだが、どうにもこうにものどかさを感じてしまう魔物たちであった。






「……陛下の脳みそはだいぶん平和にカスタマイズされているわ……エリノア様のせいで」






　でも、とコーネリアグレース。我慢をしているらしい主君は、イライラで冷気をはらんだ邪気をバンバン家の中に発生させている。……もしエリノアが朝帰りなんぞしようものなら家のすべてが凍りついてしまうことだろう。









　──と、その頃のヴォルフガング。






「…………」






　エリノアの匂いを追跡し、人間たちが大勢集まる市場に潜入した魔将は、無事その隅で娘を発見した。が……。






（……あれは……どうしたらいい……？）






　その光景に困惑した魔将は、ひたすらに地蔵のような顔でエリノアたちを見ていた。






（……、……、……第二王子の…………給餌きゅうじ行動が終わらん……）






　無言のヴォルフガングが呆れ顔で見つめる先では、エリノアの前に沢山の料理を並べた男ブレアが、フォークを手に、次から次へとエリノアの口に食べ物を運んでいる。

　相変わらず堅苦しい顔をしている王子だが、エリノアが彼の差し出した食べ物を食べるたびに身にまとう空気がキラキラと華やいで──……。






（……いるのは、まあ、それはどうでもいい……）






　ヴォルフガングは面倒臭そうに顔をしかめる。

　問題は、その正面に座る娘である。

　ヴォルフガングの顔に呆れが浮かぶ。エリノアは、必死だった。

　息も絶え絶え。羞恥で死にそうという真っ赤な顔で懸命に口を動かしている娘は、どう見ても、何を食べても味わえていない。何せ必死すぎて……小鳥に化けたヴォルフガングがテーブルの隅にとまっても気付かない有り様である。






　小鳥ガングは渋い顔で、テーブルを埋め尽くすような皿の隙間から二人の顔を見上げた。






（…………イチャイチャさせておいて……大丈夫なのだろうか……）






　幸せそうに給餌行動を続ける王子と、必死の形相でそれに応える娘（勇者）。

　今日という日のほとんどの時間を、主君ブラッドリーの供としてモンターク商店で過ごしていた魔将は、この二人がどうしてこうなったのかはよく分からなかった。事情を知っているだろうグレンは、ヴォルフガングの顔を見るなり、しらっとした顔で舌を出してあっという間にどこかに行ってしまった。どうやら、昼間に自分が見せた失態（※リードにおやつをもらっていた）の件で少し腹を立てているらしい。しかしそうなると、ヴォルフガングにはいよいよ事情が分からない。






（……何故王族が、己の侍女に物を食わせているのだろう……）






　さっぱり意味が分からなかった。

　もしや主従関係を利用して、王子に強要されたのかとも怪しんだ、が……しかしそれにしては、魔物の目で見ると、エリノアのまとう空気は複雑そうながら、とても幸せそうな色をしていた。

　ヴォルフガングは首を捻る。






（…………いったいどうしたものか……）






　エリノアのこの有り様を見たら、間違いなくブラッドリーは嫉妬に怒り狂うだろう。

　だが……この忠犬（忠鳥）は、先刻家を出る時、その主君本人に、『……今日は姉さんの安全にだけ配慮して、姉さんが何をしていても報告するな。……今日だけは！』と──いやに切羽詰まった顔で命じられていて。その、いやに『今日だけは』と強調するあたり、主君の葛藤を大いに感じてしまったヴォルフガングである。

　おそらくそれは主君なりに何か思うところがあってのことなのだろうが……忠犬（忠鳥）は迷う。






（……本当に、これを報告しなくて……いいのだろうか）






　しかし報告すれば命令違反である。……忠犬（忠鳥）は大いに悩んだ。






（……、……、……まあ……ここは……命令を守りつつ、使命をまっとうするほかないか……）






　すなわち、『エリノアの安全に配慮する』という使命をだ。

　しばし黙ってエリノアが拐かされないよう見張ることを決めこんだ小鳥は、テーブルの端でじっとりとエリノアを見上げる。

　そういえば出かける時に、コーネリアグレースが、今日はエリノアがあまり食事を取れていなかったと言っていた。

　それを思い出した小鳥は、まあいいかとため息をつく。王子の給餌行動はあえて止めないことにした。






（……やれやれ……陛下もこの娘エリノアも難しい年頃だな……）






　呆れたように見守る小鳥の頭には、小さな疑問。はて、魔王に仕えるとはこういうことだったかと思い。そんな彼の、じっとりした仏頂面にエリノアが気がつくのは、もうしばらく後のこと……。

　その瞬間の、エリノアのギョッと真っ赤な顔には、さすがのヴォルフガングも多少の哀れみを感じたのだった。

















６　夜明けの魔物たち












　──早朝。






　寝台のうえに横たわって、天井をまんじりと見上げていたエリノアが──ふと……呻く。






「…………どうしよう……ぜんっぜん眠れなかった……」






　充血した緑色の瞳は爛々としている。声は呆然と後悔をにじませている。と、娘はがばりと寝台のうえに半身を起こして、身体にかけていた布団を固く握りしめた。






「ぁあああ……今日は仕事だっていうのに……身体も疲れてるのにどうして眠れなかったの……!?」






　身を起こしてみると、やはり寝不足がきいているのか全身がズッシリと重い。それを感じた娘は、何故と唸っているが……原因はもちろん分かっていた。寝不足は、ずっと頭の中にちらつく金の髪の青年のせいだった。

　昨夕味わった、ときめき……というより恥ずかしさ由来の緊張が、夜になっても、今に至ってもずっと抜けなかったエリノアは、目が冴えすぎて眠れなかったのだ。

　エリノアは真っ赤な顔で、握りしめた布団で顔を覆う。






「っ殿下に向かって大口開けて、あまつさえ物を食べさせてもらうなんて……ぅああっ！」






　エリノアが呻くと、うふーと、意味深に笑う声がする。






「姉上ったら、可愛い雛鳥のようでしたねぇ。必死な咀嚼顔がたいそう愉快でした」

「ぐ、ぐ……ぅ、ぐぅ……」






　からかう声に、エリノアは寝台にうずくまる。その布団の上をトコトコと歩いて来た黒猫は、目を細めケラケラと笑って、団子のようにまるまったエリノアの背中にピョンッと跳び乗った。

　普段、このグレンは、エリノアの寝室への侵入を許可されていない。が、昨晩はあまりにも眠れなかったもので、それに耐え兼ねたエリノアがブラッドリーに内緒で招き入れていた。

　エリノアいわく……『だって……猫が眠っているところを見たら、物凄く眠気を誘うよなー……て、前にリードが言ってて……』






　と、理由はいまいち真偽の不確かなものだった。が、とりあえず藁にもすがる気持ちだったエリノア。しかし……やっぱりコーネリアグレースに頼んで、マリーたちにしておけばよかったかなとも思っている。






「でもチビちゃんたちを夜更かしさせるわけにもいかなかったしな……」

「…………」






　しょぼくれた顔で指をいじくっているエリノアに、グレンは内心で僕ら本当は夜行性なんだけどなー……と、思ったが。

　せっかくエリノアに呼ばれたのに、その役目をマリー達に取られるのもしゃくなので黙っておいた。






「はーやれやれ、姉上ったらぁ、本当に手がかかるんだからぁ♡　そんなだからブレアにも面白がって給餌されちゃうんですよぉ、うふふ」

「う、ぁあああああっ」






　何故か嬉しそうな黒猫の言葉に、昨晩のことを思い出したエリノアはまた頭を抱えた。──と、厳しい声が飛んでくる。






「……おい、それくらいにしておけよグレン」






　声のしたほう──扉の前には、ちょこんとまぁるい白い塊が。

　その、白く、ブスッと渋い顔の小鳥──ことヴォルフガングは、グレンを睨む。






「お前がそう余計なちゃちゃばかり入れるから、その阿呆がいつまでも眠れぬのだ！　馬鹿者め、朝になってしまったではないか！」






　イライラした小鳥ガングは、しかし扉の前から動こうとはしない。

　どうやら──以前この部屋でエリノアと眠りこけて、エリノアの腹を触ってしまった件を気にしているらしい。

　グレンのことは見張るつもりで来たようだが、彼はせめて布団の端においでよ……というエリノアの提案にも頑としてそこから動くことはなかった。小鳥姿なのは、『手がなくば、腹にも触る心配がないだろう、あっはっは！』……と、いうことらしかった……。

　そんな小鳥を、グレンが、ハンッとせせら笑う。






「何言ってるの。私が相手しなくても、この人絶対眠れてないよ。ずっと真っ赤な顔で呻いてばっかりだったじゃないか」






　グレンは小馬鹿にしたような顔でヴォルフガングを見て。それに対して小鳥がカチンとした顔で表情を険しくさせると──。






「あーやめてやめて！」






　険悪な顔で睨み合っている黒猫と小鳥に、エリノアが大きく腕を振りながら、姉顔で制止をかける。






「朝から喧嘩しないの」

「しかしだなっ」






　ピヨっ！　と、いきり立つヴォルフガングに、エリノアはやれやれと寝台から降りて、よろよろと歩き、扉の前にちんまりとどまっていたヴォルフガングの小さくて柔らかい身体を手ですくい上げた。






「！　お、おい……な、なんだ……」






　そっと持ち上げられたヴォルフガングが戸惑っている。エリノアは気力の薄い顔で笑った。






「グレンの言うとおり、一人でもどうせ眠れなかったと思う。でも全然眠れなかったけど、おかげで夜中は（グレンがずっとお腹の上に乗って重石になっていたから）身体は（強制的に）横になれてたし……少しは疲れも取れたと思う。……二人とも、付き合ってくれてありがとう」

「「…………」」






　ごめんね、一晩中興奮したりウジウジしたりして、と……寝癖で頭がボサボサの娘に、げっそりクマの深い顔で謝られて。一匹と一羽は顔を見合わせた。

　娘はそのまま。よろよろと壁際の鏡台のほうへ歩いていく。どうやら朝の身支度をはじめるつもりらしい。

　エリノアの手のひらに乗っていたヴォルフガングは、鏡台の卓上に下ろされて。そこから、気怠そうに椅子に腰を下ろしたエリノアに、おい大丈夫かとハラハラ問う。






「よろよろではないか、そんな身体で出勤して大丈夫なのか!?」

「大丈夫大丈夫……今日はハリエット様にお菓子のお礼を言いに行かないといけないから、しっかり身綺麗にしていかないと……」






　慎み深い王女様の前に、変な格好で出て行くわけにはいかないとエリノア。鏡を覗きこみ、正気を保てと、己の頬をパチパチと打つ。






「ふー……気合だー落ち着け、きっちり切り替えるのよ私……昨日のブレア様のあれには……きっと深い意味は……多分ご自分の配下の腹がごろごろ鳴っていたからうるさくて……哀れだと思われたとか……飼い犬にご飯あげるくらいの感覚で……そうよ！　前に騎士オリバーだって飴をくれたし、騎士トマスだってしょっちゅう食べかけのお菓子を押し付けて来るじゃないの！　それと同じ、深い意味なんて……！」






　……トマスが寄越すかじり掛けのクッキーやら、芋やら、ゆで卵やらと同じにされてはブレアもさぞ無念だろうが……エリノアは、思い上がってはいけないと自分を厳しく律した。

　王宮侍女の職場は女性社会だ。中には王族に取り入ろうと王宮に入って来る娘もいるようだが、エリノアが望んでいるのは平穏だ。平穏に、長く働いて給料を貰っていくためには、出しゃばってはいけない。王族に特別優しくされたなんて言いふらせば、きっと面白くないと思う者も出て来るだろう。






（だって実際それで王宮を追い出された娘もいたじゃない……）






　エリノアは過去に王宮であった出来事を思い出す。

　それは何年か前のこと。美形で心根も優しいことで有名な王太子にまつわる話だ。

　ある侍女が、彼に優しく気遣われたことを勘違いし『私は王太子様に好かれている』『妃も夢ではない』などと、あちらこちらで吹聴してまわった。

　挙句、その侍女は王太子に馴れ馴れしくなり、結果、それをよく思わない同僚侍女たちには睨まれ、職場には不穏な空気が漂って……。

　最終的に彼女は、王太子に色目を使った不届き者として王宮を去る羽目となった。

　無理もない。その当時は王太子がハリエット王女と見合いをした頃だった。『妃も夢ではない』と自信を見せるだけあって、その侍女も名家の出身ではあったのだが……もちろんハリエット王女に敵うはずもない。王宮も大事な時期によくない噂を広められては困ると思ったのだろう。彼女は早々に家に帰されてしまったのだった。






「……そうよ……ブレア様だって、まだお妃様候補も決まっていないのに……こんな時に私が変な発言したら一発でクビなのでは……？　……はっ！　まさか……バークレム書記官はそれを探りに……？」

「「…………」」






　あれはもしかして調査的なやつだったのかと、エリノアは鏡台の前でブルブル震えだす。

　その挙動に小鳥と黒猫が再び微妙そうに顔を見合わせた。






「おかしいと思ったのよ、あの人ハリエット様の臣下でもないのにお使いなんて……だいたいあんな機械みたいな人が、親しくもない私に、理由もなく恋愛の話なんてするはずないもの……！」






　恋愛話には向かないが、監査だとか調査だとかいう話なら、いかにもソルは適任である。

　エリノアは確信した。

　きっと昨日のお茶会あたりから、自分がブレアに気持ちがあることを感づかれていたに違いない。






「バークレム書記官にしっぽをつかまれたら王宮を追い出される……？」






　怖い！　と、エリノアは青くなる。






「浮かれてはいけない……思いあがってはダメ！　……ブレア様に馴れ馴れしくするのもダメだわ……墓石のようにひっそり静かに身を潜めて……」

「墓石……」

「墓石……」






　ガタガタ震えるエリノア、に、あのなぁと小鳥。






「……我らが口出しするようなことでもないが……ちょっとそれは……」

「悪い方向に勘繰りすぎなのでは？」






　呆れたように言う魔物たち。彼らは昨晩のエリノアとブレアの様子を見ている。なんとなく、二人の間に好意的な感情があることは彼らにも分かった。






「陛下の手前、あまりこのようなことは言いたくはないが……ブレアはお前に好意があるのでは？」

「そうそう。どうせならそれを利用して国を乗っ取りましょうよぉ、陛下のためにー」

「お馬鹿！　何言ってるの！」






　恐ろしいこと言わないでとエリノアはグレンをきつく睨んでから──娘はしょぼしょぼと悲しそうにうつむいた。






「？　どうした？」

「姉上？」






　一羽と一匹が不思議そうにエリノアを見る。と、娘は肩を落とし、ため息をつく。

　色々あって。エリノアも、もしかしたらブレア様も少しくらい私を……？　と、思ってもみたが……。






「……」






　エリノアは無言で顔を上げ、己の寝室を見回した。

　古い木造の壁。置いてあるものも使いこまれ、色あせたり、傷があったり。

　エリノアはそれらをよく手入れし、家の中もとても居心地のいい空間に整えている。彼女たちにとってはこれが尊い我が家だ。が……。

　エリノアの脳裏には、煌びやかな王宮の光景が浮かぶ。

　あのブレアが当たり前に過ごす空間を思い出すと、否が応でも身分差を感じずにはいられなかった。

　貧しさを恥ずかしいとは思わない。でも、この家にしっくりくる自分が、ブレアの横に特別な意味で並ぶことは想像がつかなかった。

　エリノアはため息をつく。






「……難しいのよ、私の望む家族との平穏な暮らしと、ブレア様をお慕いする気持ちを両立させるのって……想うだけなら許されると思うのだけど……」






　なんせブレア様は王子様だから、とつぶやいて……その頭がゆっくり下がって行くのを魔物たちは気遣わしげに見ていた。が──。

　ヴォルフガングがオロオロし、グレンがちょっと元気出させるために一発爪で引っ掻いてみるか──。

　と、思った時。






「……！」






　唐突に、エリノアがガバリと顔を上げた。

　間髪入れず、娘は己の両頬をパンパンと手で打ち、その強い音に、ヴォルフガングたちが驚いた顔をしている。






「ふ、ふふ……」

「え、ちょ、キモい姉上……」

「お、おいどうした……悩みすぎでとうとう気が変に……」






　ギョッとする魔物たちに、エリノアは短く「違う！」と、文句を言う。






「気合を入れたの！　今日も仕事よ、出勤前に落ちこんでたら終業まで持たないわ！」






　ヒリヒリする頬の痛みを感じながら、エリノアは心に刻む。






　──卑屈になってはいけない。

　──悩みに囚われてはいけない。






　エリノアの顔が上を向く。






「……今日も目の前の仕事から一歩ずつ、だわ」






　よし、と、気合の入った顔で。まずは、これよと鏡台の引き出しからクシを取り出して。娘は長い髪を、がっしがっしと整えはじめた。






「頑張るのよ！　私にはそれしか取り柄がないんだから！」

「…………」

「…………（あれ？　この人……女神の勇者じゃなかっ……た……？）」






　取り柄とはなんぞや……と、グレンは心の中で首を捻る。

　ともあれ。魔物たちにもなんとなく、この娘が、これまでの苦労の多かった人生を、こうして気合で乗り越えて来たんだろうなぁということは分かった。小鳥と黒猫はやれやれと一瞬目を見交わして──それぞれ跳躍し、飛び上がり、エリノアの左右の肩にふわりと舞い降りて行った。






「ん？」






　両肩の重みにエリノアがキョトンとする。何？　と娘が聞く前に、魔物たちはエリノアの顔を覗きこむ。






「おい、馬鹿力で叩きおって……仕方のないやつめ！」

「あーあ、ほっぺたが真っ赤。もーそんなの見たら、また陛下が心配するじゃないですかぁ、手のかかる人だなぁ、まったくぅ」

「……え？」






　気がつくと、エリノアの手からクシが消えている。そして肩の上でも白黒の姿が消えていて……。

　クシが消えた己の手を、ぽかんと眺めていたエリノアは、頭を後ろへ軽く引かれる感覚に瞳を瞬く。視線を上げると、目の前の鏡の中に、己の背後に立つ黒い獣人態の魔物の姿が見えた。






「……グレン？」

「すっごっ！　どうやったらこんなにもつれるんですか!?　あはは、でも大丈夫。私がていねーいに解いてあげますからねぇ。痛かったら、愛らしくウルウルした瞳で艶かしく泣いてくれてもいいんですよ♪　上目遣いだったらなおいいですねぇ」

「ちょ、い……ひ!?」






　慌てた瞬間に、今度は別方向から少し湿った温かい布を、乱暴に顔に押し当てられた。






「むぐが……っ!?（な、何事っ!?）」

「しっかりしろ！　世話の焼ける女だ……チッ！（※鞭打つような激しい舌打ち）クマがひどい！　まったく……異性からの給餌行動くらいで何をうろたえる！　馬鹿者め……！」（※何故か半ギレのヴォルフガング）

「ちょ……ぐ、ちょ、ま……や、やめ……っ」






　獣人態に戻ったヴォルフガングに、グイグイ遠慮なしで顔を拭われるエリノア。……拭うというより、無理やり布を押し付けられている感が物凄い。髪をとかしてくれているグレンのひっぱる力も加わって、エリノアの身体はグリグリグイグイ前後に大きく揺れている。






「う、う、うぅぁああ……!?」

「うるさい！」

「あ、そうだ、ねえヴォルフガング、始業時間までに姉上を回復させたいなら、老将殿に頼んで時間をとめてもらったらどうかな？　ついでに母上に頼んで強制的に魔法で眠らせれば回復するんじゃない？」

「……お前の母親のそれは毒が回るやつだろう？　……そう回りくどいことをせずとも、聖剣に命じて回復魔法をかけさせたらいい」

「えー……聖剣野郎に頼るのはムカつくんだけどなぁ……」

「ちょ、あ、あんたたちっ、」

「動くな、じっとしていろ！　汚れを見落としたらどうする！　俺様が世話を焼く以上、わずかな目ヤニの一つも許されぬ！」

「!?　!?　!?」

「姉上、大人しくしててくださいねぇ～♪」






　何が何やら分からず……エリノアは両手を掲げて抵抗を見せたが……。寝不足の弱々しい主張は、かけらも魔物たちに相手にされなかった。

　しかし。

　その後、グレンがニヤニヤしながらタンスから着替えを持って来て、真顔のヴォルフガングが「気にするな、私からすればお前は赤子も同然だ」と、エリノアから寝巻きをひっぺがそうとした時には……さすがのエリノアも、最後の力を振り絞り、全力でお断りの意を示したのだった……。

















７　ストレスは爆弾　byコーネリアグレース












　なんだかんだで魔物たちに顔と髪を整えてもらったあと。そのまま素っ裸にされそうな気配を察知したエリノアは、なんとか彼らを寝室から追い出した。






「ふ、ふう……いったいなんだったの……？」






　手伝ってくれたのはありがたいが……以前、犬姿のヴォルフガングを犬扱いして、うっかり風呂場に石けんを届けてもらってしまった時の恥ずかしさを、エリノアは忘れていない。

　ヴォルフガングは、何かにつけては『俺は千年以上生きているのだから、お前なんぞ赤子も同然だ』と言うが……こちとら一応乙女なのであるからして。魔物の感覚に合わせて、バーンと出すもの出すわけにいくかとエリノア。だいたいそう言うのなら、先にグレンのセクハラじみた目つきと行動を是非改めて欲しい。






「はあ……魔物と同居って難しい……そもそもあの人たち人間で言うと、だいたいどれくらいの年頃なの……？」






　エリノアを赤子と言うからには、相当に大人なのだろうが……よく分からないなとエリノアは思った。






「あ、ダメだ、こんなことしている場合じゃない。急いで朝ごはん食べて出勤しないと……」









「ど、どうしたの姉さん！」






　エリノアが慌てて部屋を出ると、待ち構えていたようなタイミングで、ブラッドリーが駆け寄って来た。






「お、おはよう」

「すごいクマじゃない……眠れなかったの？　あれ？　なんか頬が赤い……？」






　彼は、エリノアの顔に驚いて。心配そうな顔で、姉の赤くなった両頬に恐る恐る触れる。






「えーっと、や、これは別に……」






　早々に彼に見つかったエリノアは、内心しまったと思った。ヴォルフガングたちには、ブラッドリーに心配をかける前に、クマはなんとかしろと言われていたのだが。

　エリノアは指摘された目の下を擦りながら、恥ずかしそうに苦笑する。






「その……昨晩は目が冴えちゃって……頬は気合を入れるために自分で叩いただけよ。大丈夫大丈夫」






　しかしそう言った途端、ブラッドリーの顔が悲しげに歪む。






「姉さんダメだよ、そのなんでも気合で片づけようとするところ……」

「えーと……でも私、根が単純だから、こういうのが一番効くっていうか……」

「だからって……もう少し自分を労ってくれないと、僕心配で心配で……、……、……」

「心配させてごめん、でも本当に──……あれ？　ブラッド……？」






　ポリポリと頬を掻いて苦笑いしていたエリノアは、ブラッドリーの表情が何やら薄暗くなっていくのに気がついた。ブラッドリーの声は消えていき──うつむいた弟が、何故か一回り大きくなったような気がして──エリノアがギョッとする。

　暗い表情のブラッドリーの背後に、黒い闇がもやもやと燻っている。






「ぎゃ!?　ブラッド!?」

「……あれかな？　姉さんに遅刻の恐怖を覚えさせるような王宮が悪いのかな……？　それとも定時に出勤し続けないと評価を下げるとか減給とかいう不安を与える上司……？　いっそ、その制度ごと王宮を……」

「おおお落ち着いてブラッド！」






　どうしたことだろう。ブラッドリーの反応がいつもより苦悩と怨念に満ちている。

　朝から仕事があるのは当たり前だし、エリノアが気合で物事にあたるのもいつものことだ。

　それなのに何故？　と、エリノアがどもりながら弟の両腕をつかんだ時。

　そこへ、朝からバッチリメイクのコーネリアグレースが、鼻歌を歌いながら通りかかる。






「♪　あーら、朝から心地よい邪悪な気が満ちていると思ったら……やっぱり陛下ですの。おほほ、エリノア様おはようございます」

「コ、コーネリアさん……」






　優雅にお辞儀してくる婦人を、エリノアは半ベソ顔で見上げる。と、婦人。






「陛下ったら、物騒でとても素敵なお顔。でもいけませんわ、この仕事人間の姉君から職を奪えばどうなることか。きっと生きがいを失って、一気に抜け殻ですよ。あたくしも働き者ですからよーく分かります」

「コーネリアさん！」






　婦人のやや芝居がかった援護射撃に、エリノアは感謝の眼差しを向ける。






「そう……そうよブラッド！　姉さん仕事大好き！　王宮には変な人もいるけど（オリバーとかソルとか）……今の職場の先輩たちはいい人ばかりだし……」

「…………」






　すがりつくエリノアに、少年は口から瘴気でも吐きそうなおどろおどろしい魔王顔をしていたが……

　この時、口の端を持ち上げた女豹婦人が、スッと上げた手の内から、ポロリ……と金の懐中時計を垂れ下がらせる。そして何やらわざとらしい声を張る。






「あらぁ？　もうこんな時間だわ……！」






　婦人は懐中時計を揺らしながら、流し目をブラッドリーへ送る。






「いけませんわぁ──あんまりゆっくりしているとぉ、姉上様がぁ、朝食を召し上がる時間がぁ、なくなってしまわれますわぁぁぁ！」

「へ……？」

「！」






　婦人の声に、エリノアはぽかんと驚いた。が、その瞬間、ブラッドリーの顔がハッと正気に戻る。






「お可哀想に……魑魅魍魎ちみもうりょうの如き人間どもが巣食う王宮巣窟（※コーネリアの偏見）で労働に勤しまないといけないというのに……エリノア様ったら腹ペコで出勤しないといけないのかしら！　せっかく陛下が朝食用に卵を焼いてくださったっていうのに～！」

「そ、そうだった！　早く姉さんに朝ごはんを……あ、わ……姉さんは、早く手を洗って来て！」






　コーネリアグレースの分かりやすい煽りに見事に乗ってしまうブラッドリー。彼は慌てて姉に水を使える炊事場を示し、自分は食事の用意をしに、トワイン家では食堂と兼用されている居間のほうへ飛んで行った。

　そんな弟をぽかんと見送ったエリノア。






「あ──……うん、分かった……（ブラッドリー……コーネリアさんに物凄く転がされてる……）」






　さすが元乳母とエリノア。






「あらおほほ、それもこれもエリノア様という格好の餌……いえ愛ある素材があってこそですわ」

「……（えさ……）」

「ほほほ、ま、そんなことよりも。エリノア様……」






　コーネリアグレースは微笑みを顔に貼り付けたまま、いくらか声のトーンを落として言う。






「はい？」

「今の陛下をご覧になったでしょう？　あれは反動ですよ……油断なさらないほうがよいかと思いますわ……」

「へ？　反動……？」






　二人きりになった途端の婦人の慎重な物言いに、エリノアがなんのことだろうという顔をする。






「いえね、どうもこのところ、陛下が随分我慢をなさっているご様子なのです。エリノア様の邪魔をせぬようにと……」

「え？　邪魔……ブラッドが……？」






　思いがけないことを言われて、エリノアは瞳を瞬いた。






「え？　今のが……ですか？　え？」






　私、ブラッドリーに何かを邪魔されたことなんてありませんけど……と不思議そうに婦人に返す娘は──こちらはこちらでブラコンをこじらせている。

　コーネリアグレースはそんな姉を見て、内心生暖かい気持ちで、まったくしょうがない姉弟だわぁと思ったが。まあその件についてはとりあえず、今は突っこまないことにした。






「ええ、まあ、あなた様からしたらそうなのでしょうが。とりあえず、その偏り弟愛は置いておいて……陛下は、あなた様に対する過干渉を自重しようとなさっているのではないかと思います」

「過、干渉……？」

「まあね、それは賢明な判断だとは思いますよ。愛とは尊重です。陛下は見守られる愛から、今度はご自分が姉を見守る愛に変わっていかなければと思っておられるのね……」

「……え……」

「愛する姉を独り占めしたい……でも、それでは姉が窮屈な思いをするだろうと……ああ陛下ったらなんていじらしい……」






　婦人の言葉にエリノアは目をまるくする。

　弟がそんなふうに自分のことを考えてくれているなんて、思ってもみなかった。






（──でもそういえば……ブラッド、昨日メイナードさんの件は、深く追求しないで許してくれた……）






　……いや、結構追求はされていた気もするが……エリノアのフィルターを通すとそういうことになっているらしい。まあ、ただそれでも最終的には理由を聞かずとも許してくれたのは確かだった。

　そうかとエリノア。あれは自分のことを思ってくれてのことだったのか。

　エリノアの胸のうちには、じんわり温かい気持ちが広がった。






「ブ、ブラッド……！」






　感動し、今すぐ弟を抱きしめたい衝動に駆られ、走り出そうとするエリノア。

　が──しかし……。

　そんなうるうるしている姉の首根っこを、ガッと捕まえて。コーネリアグレースはモッフリした顔をぐいっとエリノアの鼻先に寄せる。






「う!?」

「……お待ちください、エリノア様。重要なのはここからです。……その我慢の代償に、陛下のストレスはＭＡＸなのですわ……」

「え……!?」

「先ほど申し上げた反動とは、そのことです。あの陛下の不安定な様子をご覧になったでしょう？　慣れないことをしているせいでしょうねぇ……お気持ちは涙ぐましいですけれど、慣れない我慢は精神に負担をかけます。ま、誰にだってストレスはございますよ？　でもねぇ陛下は難しいお年頃ですし……」






　何より……と、コーネリアグレースは悩ましげな声を出す。






「あの方は〝魔王〟なんですから。あまり抱えこませすぎも危ないですわ。……世界が」

「せ、世界が…………」






　婦人のすん……っとした言葉に、エリノアが引きつっている。






「考えてもごらんなさい。イライラが募って爆発したら人間でも周囲に影響を与えてしまうでしょう？　あたくしだって子沢山。ふふ……過去には育児の疲れを溜めこんで暴走したことがございます」

「そ……それは……大変でしたね……」

「あの時は……我が家はおろか隣数軒跡形もなく黒焦げで、代わりの家を建てるのが面倒でしたわぁ、ほほほ」

「…………」






　懐かしそうに思い出に浸る婦人に、エリノアが無言だ。

　そんな娘に、コーネリアグレースはお分かりですか？　と、問いかける。






「つまり、あたくしのような小物の魔物ですら、そのような有り様なのです。陛下が暴走したら甚大な被害が出るということですわね」

「う、」






　青ざめるエリノアに、コーネリアグレースは、己の頬に手を添えて悩ましげな顔をする。






「まあ本来なら、人間の世が陛下に壊されたって、別にあたくしはどちらだっていいんですけれど。でもね、昨日エリノア様に娘たちや、小生意気なソル・バークレムの件で無理なお願いをしてしまった手前、あたくしも責任を感じているのです。……ですからご忠告申し上げます」






　婦人はエリノアに微笑む。






「頑張っておられる陛下があまり気持ちを溜めこまれないように、エリノア様も少しご配慮ください。なぁに、そう難しいことではございません。ただ、陛下と水いらずの時間をしっかりもうけていただければ充分ですわ」
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「…………」






　王宮、ブレアの住まいの作業部屋。

　無事出勤したエリノアは、与えられた仕事をこなしながら──今朝コーネリアグレースに言われた言葉を思い出していた。

　……ちなみに本日も主人であるブレアは不在。

　エリノアはガッカリしたような……しかし昨日の今日で顔を合わせるのは恥ずかしいような……そんな複雑な心持ちであった。

　そうして一瞬脳裏にブレアの顔が浮かび、寂しさに囚われそうになって──ハッとしたエリノアが、頭を左右に振る。

　ともかくだ、今は先にコーネリアグレースの忠告のことを考えておかなければならない。

　作業部屋に運びこんだ大量のリネン類に、重い炭入りのアイロンをかけながら。エリノアはどうしたものかと頭を悩ませた。






「うーん……どうしようかな……」






　今朝、エリノアは、コーネリアグレースから、大きなストレスを抱えている弟と、水いらずで過ごすようにと勧められた。

　まあエリノアは、ブラッドリーと共に過ごすこと自体は大歓迎だ。せっかく健康体を手に入れた可愛い弟と、一緒にやりたいことは山ほどある。

　ただ……ここ最近は、自分が聖剣抜くやら、自宅に普通でない住人が続々と増えるやら色々ありすぎて。自分自身も精神的にはギリギリだった。聖剣を、国に無断で持ち出し状態なことも後ろめたくて、のんびり楽しんでいるような心の余裕がなかったこともある。

　しかしだ……可愛くて仕方がない弟が、よりによって自分のことを想ってストレスを溜めていると聞いてしまっては、放っておくことなど到底無理な話なのであった。






（でも要するに……ブラッドを気晴らしに誘えばいいのよね……？　うーん、私自身はブラッドとやりたいことはいっぱいあるんだけれど……一緒に買い物に行きたいし……新しい服も仕立ててあげたい……あの子病気でずっと食事制限があったから、美味しいものも食べに連れて行ってあげたいし……気候がいいうちにピクニックなんていうのも……）






　そういえば、昔没収されたトワイン家の領地へ向かう道の途中には、きれいな花の咲く野原や景色のいい川なんかがあったなぁと、エリノアは思い出す。

　幼心にも、屋敷を飾る、品のいい貴婦人のような切り花よりも、野に広がり風に揺れる花たちの伸び伸びとした様子がとても好きだった。






（きれいだったな……）






　ふと懐かしい気持ちになって、エリノアは、ほうっと息をもらす。

　ただエリノアが残念に思うのは……そんな彼女が懐かしむ光景を、弟が見たことがないことだった。

　魔王になる以前のブラッドリーは、身体が弱かったこともあって、物心ついた頃には名医の多い王都の町屋敷に移されていた。エリノアは何度も領地の屋敷と町屋敷を行き来したことがあるが、病弱な彼にはそれが許されなかった。彼が街道を通ったのは、小さな赤子の頃に一度きり。だから正確なことを言えば、ブラッドリーもあの光景を見たことはある。だが、幼すぎて。きっとブラッドリーには街道の記憶どころか、領地の記憶すらないに違いなかった。






「…………」






　なんとなく寂しい気持ちになって、エリノアはポツリとつぶやいた。






「……見せてあげたいな……」






　領地はすでに他家に渡ってしまっているから訪問するのはさすがに無理だろう。だが、街道くらいなら。のどかな景色の中を一緒に歩いてみたりすれば、ブラッドリーの気晴らしになるのではないだろうか。






（でも……遠出するとなるとなぁ……）






　きっと護衛だなんだとうるさい連中がいるだろう。






（ヴォルフガングとか……テオティルはついてくるって言いそうよね……）






　ヴォルフガングや、コーネリアグレースが命じれば大人しくなりそうな黒猫軍団はまだしも……この計画において言えば、何気にテオティルが一番厄介そうだった。

　無邪気な聖剣の化身は、行動が予測できなくて、そこが一番怖い。

　突然現れたり消えたり……それはまだいいが、いきなり剣の姿に戻るのは本当にやめてほしい。

　そもそも聖剣連れだとブラッドリーの機嫌があまりよろしくない。

　やはりテオティルは同行させないほうがいいなとエリノアは思った。






「テオにはなんとかお留守番を頼んで……王都の外だと人目も少なくて万が一テオが急に出てきても安心だし……」






　なんとかブラッドリーが喜んでくれるようにと、ささやかなピクニックの計画を組み立てるエリノア。だが、それにしてもとため息をつく。






「女神様はどうしてもうちょっとこう……テオに見た目どおりの精神とか知識とかを搭載してくれなかったんだろう……見た目は大人なのに中身は幼児……まあ、聖剣に知識は……不要だろうけど……本来は武器なんだし……」






　しかしおかげでこっちは〝聖剣の勇者〟というよりは、〝聖剣の保護者〟じゃないかとエリノア。

　もちろんこのお人好しの娘は、聖剣に対してとっくに情が湧いてしまっていて、面倒だから追い出そうなんてことは、カケラも思いはしない。

　なんとか私が教育していくしかないのかしらね、などとつぶやきながら……エリノアが思わずもう一度ため息をついた──その時……彼女の頭にフッと影が落ちる。






「はぁ、まあそのおかげで、ブラッドリーが辛うじて敵認定されてないのが幸いだけど……」






　カックリ疲れたようにエリノアがそう言った時。






「？　敵認定？　聖剣に知識がなんだって？」

「っっ!?　ギャっ！」






　突然背後から男の声。アイロン台の前に立っていたエリノアは、驚いた拍子に跳び上がる。持っていた高温の炭入れアイロンを取り落としそうになって。しかしなんとかそれを耐えたエリノアは、青い顔で後ろを振り返った。






「騎士オリバー！」






　急に驚かせるのはやめてください、危ないでしょう！　と怒って威嚇する娘に、オリバーは、ケラケラと笑う。今日も過剰に元気そうだなぁと。






「悪い悪い。よ、胃の調子はどうだ新人」

「ぐ……」






　胃の調子……と、言われて、昨晩のブレアとの食事を思い出したエリノアが赤くなる。その分かりやすい顔色を見て笑うオリバー。が、彼はひとしきり笑った後、で？　とエリノアに問いかける。






「え？」






　エリノアの前にある作業台のイスに腰掛けながら、何気ない調子で言われたエリノアが不思議そうな顔をする。






「いや、今何をぶつぶつ言ってたんだ？　……聖剣がなんだって？」

「っ!?」






　途端エリノアが、うっと、息を吞み──次いでその緑色の瞳が、すよっと横に泳いだ。






「え……えーと……なんのことでしょう……？」

「今お前が言っていただろうが。聖剣の知識がどうこうと」

「へ!?　へ、ぁあ!?　そ、そぅんなこと私……言いました!?」

「…………お前……誤魔化すのが物凄い下手くそだな……」

「……!?　!?」






　見るからに嘘が上手そうな騎士が、若干気の毒そうな顔でエリノアを眺めている。騎士は呆れたように半笑いで眉をひそめ、己が持っていた荷物を作業台の上に置きながら、冗談めかして言う。






「なんだ？　お前聖剣の行方でも知ってるのか？　ん？」

「は、はぁ!?」






　笑いながら核心を突かれたエリノアが見るからに挙動不審。






「そ、そ、そんなわけ……っ」






　エリノアはまずいと思った。

　彼女自身、自分に嘘をつくという能力があまり備わっていないことは分かっている。

　加えてオリバーという男は、いかにも誘導尋問や他人の嘘を見抜くのにも長けていそうで怖い。

　そういう点を踏まえても、普段の彼のエリノアへの態度を考えても、この男はエリノアの天敵と言って過言ではない。






（さっきのアイロンの件といい、ほ、本当にこのお方は厄介な……）






　見ればオリバーが持ってきた荷物は、袋いっぱいに詰めこまれた──騎士団の制服。要するに……またエリノアに繕わせるつもりで持ってきたのだろう。それを理解したエリノアの顔がイラッとして引きつる。

　またなの!?　と、一瞬地団駄を踏みそうになって──しかしエリノアは、そこでハッと打ち消すように首を左右に振った。






（だ、ダメだ！　迂闊な敵認定は危険なんだった……！）






　これは魔物たちに忠告されたことなのだが……どうやら聖剣テオティルは、遠く離れていても、エリノアの精神状態を読むらしく……エリノアが下手に心に怒りや不安を抱えると、それに反応したテオティルを呼び寄せてしまうらしい。






　──特に、誰かにムカついた時ほどお気をつけなさいまし──……とは、コーネリアグレースの生暖かい助言。

　エリノアの脳裏で、ふっさりした婦人の幻影が踊る。






　──あなた様の僕（テオティル）は、トンチンカンな武器気質ですから……人の常識が面白いくらいに通用しません……。

　──下手に『あ、こいつムカつく、しばいたろか……』なぁんて職場で考えようものなら大変ですよ……。

　──お気をつけ遊ばせ…………。






　という、エコーがかった婦人の忠言を思い出したエリノアは、まずい──今の大丈夫だったかな──と、不安そうにオリバーに目をやって──。

　が──……。






「！」






　その瞬間、エリノアの口が、ゲェッホッと盛大に噴く。その音にはオリバーもギョッと目をまるくした。






「……おい、なんだいきなり……大丈夫か……？」

「え……あ……あの……な、なんでも……」






　エリノアの目が再び思い切り泳ぐ。






「ん？　なんだ？」






　ぽかんとした男、騎士オリバー。

　その背後には──……。

　いつの間にか、冷酷な顔をしたテオティルが立っていた……。
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　端正な顔は、どこか冷たくオリバーの頭を後ろから見下ろしていた。

　陶器のような肌を持つ彼が身動きせずに佇むと、まるで彫像のようにも見えるが……橙色の瞳からそそがれる視線には、驚くほどの力強さがあった。それは、斬るべきか、斬らざるべきかじっくり考えているようでもあり、主人の号令を、静かに待っているかのようでもあった。






　そんな聖剣を目撃したエリノアは、口から心臓が飛び出そうなほどに慄く。が、なんとか悲鳴をすんでのところで堪えた。






「ぅっ、ぐ……」






（テ……テオぉぉぉぉぉっ!!）






「……？　どうした青い顔して……」






　いきなりひどい形相になり、両手で口を覆ったエリノアに、オリバーが怪訝な顔をしている。






「後ろに何か……」

「ぅおおおぉええええ!!」






　何も知らないオリバーが振り返ろうとする。そのそぶりを見た瞬間、エリノアはアイロンを置き、オリバーに跳びつくように駆け寄った。そしてテーブルの上に乗っていた彼の手を両手でガッシリと握りしめる。






「は……？」

「騎士オリバー、騎士オリバー！　私たち……とっっっても仲良しですよね!?　ね!?」

「は、はぁ？」






　突然の仲良し宣言にオリバーが不審そうだ。思い切り、お前、何馬鹿なこと言ってんだと、怪訝そうに目を細められて。しかし必死なエリノアは構っていられなかった。このままではオリバーが、聖剣に勇者の敵認定されてしまう。






「仲良しですよね!?　だって同じブレア様にお仕えする身ですし、私の裁縫能力は役に立つでしょう!?」

「…………まぁな……だがやめてくんねーかな……こういうことされると、また俺がブレア様に睨まれるじゃ──」

「どうしてですか!?　仲良しなんだからいいでしょう!?　だって私たち仲良しなんですから！」

「…………」






『仲良し仲良し』と、いやに強調してごり押す娘の奇行に迷惑そうなオリバー。しかし娘は、彼が腕を引こうとすると、必死にその手をつかんで離そうとしない。焦りすぎで目はグルグルしているし、おびただしい汗がテーブルに滴り落ちている。






「……お前……本当に意味の分かんねぇヤツだな……なんで俺が……」

「ひー!!」






　余計なことを言いそうなオリバーに、エリノアが怯える。男を見下ろすテオティルは、今も機械のような顔でチクタクと何かを静かに判定しているもよう……。

　いや、別にこの騎士が、ここでテオティルと鉢合わせるだけならまだいい。だが本当にオリバーが、テオティルから敵だと認定されてしまったら、このトンチンカンなテオなら言いそうではないか。

　剣の姿に戻り、『さあ共に敵を倒しましょう、エリノア勇者様！』──……などと。

　想像したエリノアの顔が悲痛さを増す。






（ひ、ひぃいい!?）






　そうなると、もうなんか色々アウトである。

　なんだか堂々と諸々をバラしてしまいそうなテオティルを想像したエリノアは、血の気の引く感覚を味わいながら、裏返った声で必死にオリバーの手を握った。なんとか彼が敵ではないと認識させるためにオリバーと仲良しアピールをして、聖剣を家に帰さねばならない。






「あ！　そ、そうだ！　騎士オリバー！　私たち仲良しだから！　相談とかにも乗ってくれますよね!?」

「……相談？」

「あの、あのですね！　私、今弟のことで悩んでいまして……弟を今以上に可愛がるにはどうしたらいいかなって、えーとえーっと……」

「はぁ？　……分かった分かった。とりあえず話は聞いてやるから、この手を離せ。今、余計なことして王妃様に見つかったら大変なんだからな……」






　オリバーは、必死なエリノアに舌打ちしそうな顔でそう言った。

　昨晩、町でブレアとエリノアが会った話はすでに王妃に伝わっている。（※通報者・ケルル）

　案の定、王妃は相当な喜びようで。そんな時に……彼が水を差そうものならば、どんなことになるのかは想像に難くない。エリノアと、必要以上に親しげにしているのを王妃に知られれば、また面倒なことになるに違いなかった。微笑みながら強烈な圧をかけてくる王妃の顔が見えるような気がして、オリバーは身震いをした。

　騎士はやれやれと思いながらエリノアの手から己の手を引き抜き、挙動の不審な娘をなだめにかかる。






「落ち着け、なんなんだよお前……相談？　……ああ、聞いたところによると、お前重度のブラコンなんだって？　その様子じゃ話は本当だったのか」






　呆れ顔のオリバーは懐を探り、例の飴の袋を取り出してエリノアに差し出す。ひとまずこれでも食って落ち着けということらしい。が──そう言う男の背後には、いまだテオティルが亡霊のように立っている。気配のない聖剣に、騎士はまだ気がついていない。その様を見て、ホラーのようだとげっそりしながらも、エリノアは頑張った。






「わ、わぁ！　いっつもありがとうございます騎士オリバー！　本当に私たちとっても仲良しですよね！　騎士オリバーは、し、親切……じゃないけど気さくだし、だ、大好きですよ！」

「…………」（※オリバー、気味が悪そう）






　引きつった顔で、上擦ったセリフを吐かれたオリバーは、途端に、こいついったいどういう魂胆なんだという顔をした。もちろんエリノアが自分を好きだなんて口先だけだと分かっているという表情だ。

　残念ながら、彼には、エリノアの彼を守ろうとする気持ちが微塵も伝わらなかったらしい。

　……が、幸いなことに。

　勇者の必死の慈心は、無事、聖剣には伝わったようだった。

　テオティルは、エリノアが恐る恐ると視線を上げてうかがうと……彼女に向かって無邪気にニコッと微笑んで──……。

　そのまま静かに消えて行った。






「は……っ……、……はあぁぁぁぁぁ……」






　瞬間、エリノアの口から盛大な安堵の息が吐き出される。

　どっと疲れるとはこのこと。娘は崩れ落ちるように、げっそりと作業台に突っ伏した。気分はすっかり除霊師である……。

　そんな娘の前では、ガコッといきなり卓上に頭を落とした娘に、オリバーが眉をひそめていた。






「……どうした、なんなんだよお前本当に……挙動が不審すぎて突っこむのも疲れんだけど……」

「…………もう！　いいでしょう！」






　まさか己が聖剣の脅威から守られたとは……まあ、思うわけもないオリバーののんきなセリフに、エリノアが作業台を拳でドンッと打つ。






「人の気も知らないで！」

「なんなんだこいつ……急に手のひら返しやがった……意味分かんねぇ……」

「どうせ……どうせ私は挙動不審者ですよ！」






　そりゃあどう見ても、誰もこれが勇者だとは思いっこないだろう。だが一応これでも必死なんだよと、報われないエリノアが悔しがっている。なんなんだ。伝承では、勇者は魔王から人々を守るはずが……何故だか聖剣から人を守る羽目になっている。エリノアだって意味が分からなかった。

　と……オリバーが「で？」と、エリノアに問う。






「相談って？　弟がなんだって？」

「はぁ!?」






　一気に疲労感に襲われたエリノアが、半泣きで作業台から顔を上げると、オリバーが呆れたような顔をする。






「キレんなよ……だから、お前は大好きな俺に、何か相談したいんだろ？」

「だっ!?」

「大好きなんだろう？　お前が言ったんだろうが、俺と仲良しだって」

「う……」






　そうだったと赤くなるエリノア。慌てていたとはいえ、なんであんなことを言ってしまったんだと頭を抱えている娘──を、放っておいて。オリバーは「弟ねぇ……」と、作業台の上に肘をついた。






「お前の弟は確か……十六くらいだったか？」

「え、なんで知って……」






　平然と言うオリバーに、エリノアはギョッと顔を上げる。が、騎士は「ブレア様の件もあって、お前の周りの人間の情報くらい頭に入れてる」と、こともなげに言う。






「は、はぁ……そうなんですか、すごいですね……」

「俺にも弟がいるが、それくらいの男兄弟なんだったら、あまりベタベタしないほうがよくないか？〝可愛がりたい〟って……もうそう子供でもねえんだから……お前、どっちかっていうと、弟を猫っ可愛がりするほうだろう？」






　指摘されて。エリノアが、うっと口をつぐむ。






「な、なんで分かるんですか……？」

「見るからにそんな感じだ。だが、俺には姉もいるけどな、いつまでも子供扱いされると、正直いい加減にしてくれって感じだぞ。ガキじゃねぇんだから、大量の菓子を押し付けられても困るしよ、この服買ってきたから着ろとか言われても、あっちはいつまでも子供のイメージでそういうもん買ってきやがるから、イマイチ好みに合わないっていうか……喜ばせようとしてくれてるんだろうけどよ……」

「う……そ、そうか……そうですよね……」






　自分も、街でブラッドリーにお菓子や服を買ってあげたいなと思っていたが、それは押し付けだったかもしれないとエリノア。じゃあと、娘はおずおずとオリバーに問う。






「あの……二人でお出かけなんて……もっとダメなんでしょうか……？」

「お出かけぇ……？　……さぁねぇ、俺ならあれこれ口うるさい姉と外出なんて、鬱陶しくて絶対勘弁してほしいが……」






　オリバーが言った途端、エリノアはガーンと口を開けてショックを受ける。






「か、勘弁してほしい……そ、そうですか……」

「！　お、おい、なんで泣くんだ!?」

「……ないて……ません……」






　と、言いながら、グスッと鼻をすするエリノア。オリバーは慌てた。






「いや、泣いてんじゃねえか！　どんだけ弟好きなんだ！　いやな？　そりゃあ俺の場合だ。こっちはもういい歳なんだ。お前んとこのガキとは違うしだな……」






　……そのガキは魔王だ。……と、いうことはまあ置いておくとして……。

　しょんぼり肩を落としたエリノアにうろたえたオリバーは……己の危機を感じた。






　……やばい……。

　これがブレア様に知られたら……殺される……！






「！」（※ゾッとした）

「う、うぅ……私のブラッド……」

「な、泣くなって！　お前は……！　意味不明に騒いだり泣いたり忙しいヤツだな！」

「うう……弟の姉離れが悲しい……どうしたらいいんですか……どうしたらこの鬱陶しい姉は、ブラッドを煩わせずに労ってあげられるんですか!?」

「…………はぁ……もうお前……」






　オリバーがげっそり青い顔で疲れている。






「とにかく……弟に希望を聞いてみたらどうだ？　俺とは違って、お前の弟は姉ちゃん大好きかもしれねぇじゃねえか！」（※まさにそう）






　オリバーの必死のフォローに、エリノアが涙ながらにうなずいている。






「は、はいぃぃ……そうします……！」






　グスグス鼻をすするエリノアは──テオティルに対する誤魔化しのはずが……。いつの間にか本気でオリバーに相談してしまい、結果、他家の姉弟関係を垣間見て……弟の姉離れについて深く心を痛める羽目となった。






　のちにテオティルが……。

「やはりあの男はエリノア様の敵です」──と、






　言ったとか言わなかったとか。

















10　王妃の魔？　の手と、ケルルの妙案？












　その時、ブレアは静かに執務に勤しんでいた。

　執務机に向かう表情は、いつも通りの真顔。昨夜も数時間しか寝ていないということを、まったく感じさせないキビキビとした様子も普段と変わりがない、の……だが……。

　そんな王子の様子を見て、大臣の一人が首を傾げる。






「……おかしい……何かが違う……」

「？　どうかなさいましたか大臣？」






　難しい顔でブレアを見ていた高齢の大臣に気がついて、ソルが問いかけた。






「いや……ブレア様のご様子がどこか……ううむ……いつもと違う気がするのだが……」






　そんな大臣の疑問に、ソルは表情も変えずに答えた。






「ああ……あれはゆうべ、例のタガート家のお嬢様とお過ごしになったせいかと……」

「ほう!?　ブレア様がか!?　それは……お珍しい……」






　大臣の驚きに、ソルは指でメガネを押し上げながら、満足げに口の端を持ち上げる。






「ふふふ……仮説通りです。やはりブレア様は、エリノア・トワイン嬢とお会いになった後のほうが職務の効率が上がります。二度の検証でそれが証明されましたね、ふ、ふ、ふ……」






　二度の検証……とは、どうやら先日の茶会や、ゆうべの市場での出来事のことらしい……が、滅多に笑うことのない男の歪な笑顔に、大臣がのけ反っている。






「う、やめろバークレム、その笑い方は不気味だ……！　おい！」

「ふ……」






　そうして部屋の端で、大臣とソルが、ああだこうだと顔を突き合わせていた時。執務室の扉が開き、そこにオリバーが現れた。

　いつになくげっそりした様子で執務室にやってきた騎士は、すぐにその二人が面倒そうな話題で盛り上がっていることに気がついたが──それは、きれいに無視し。部屋の一番奥にいるブレアの傍へと急いだ。






「……殿下……」






　ためらうような声に、呼ばれたブレアが顔を上げる。






「？　どうした？」






　配下は嫌に虚無感に包まれた表情をしている。いつも飄々としているオリバーにしては珍しい顔だった。

　ブレアは怪訝そうに眉をひそめて、何かあったのかと説明を求める。と、オリバーは頭をやや緩慢に左右に振りながら、言った。






「やばいです。王妃様が──エリノア・トワインを狙っています」






　途端、バサッと音がした。

　──ブレアが真顔のまま、手にしていた書類の束を机の上に落とした音だった。






「…………な──何……？　いや待て……」






　己の顔面を片手でおさえ、もう片方の手はオリバーに制止を求めるように掲げて。……どこからともなく現れたソルが、ブレアが落とした書類をせっせと拾い集めている。






「そ、れは、以前から……しかし母上には余計なことはしないでほしいと再三……」






　オリバーがげっそりと返す。






「いえ、そうなんですが……それがその──昨晩のお二人……つまりブレア様と新人娘の市場での様子を、ケルルたちが王妃様のところに報告に行きまして……お聞きになられた王妃様が……喜びのあまり──です」

「…………」






　ブレアが沈痛の面持ちで、両手で顔面を押さえて机に伏す。オリバーは続けた。






「えー……とにかくご興奮が物凄くてですね……一時興奮しすぎて卒倒なさって、主治医が呼ばれたほどで──」

「そ、卒倒……!?」

「いえ、まあそれはすぐに回復されたんですが……お目覚めになられた途端のパワーアップが凄くて……今すぐ嫁入りだ、新婚用の宮殿をもう一つ建てろとか。もう無くなった聖剣も、タガート家の意向も議会も放っておけ、ブレアの婚礼のほうが大事だとか無茶なことをおっしゃるもので……えー……」






　オリバーは、説明していくにつれ、ブレアの頭が徐々に傾きゆく様を見て、最後は言葉を濁らせた。






「……大丈夫ですか……？」

「……大丈夫だ、すまん、それは……私のせいだな……」






　母の暴走は、焦りゆえ。そしてその焦りは、自分が今まで散々心配をかけたためである。

　ブレアは反省した。いや……本来恋愛は、どちらかが相手に勇気を持って踏みこまねば始まらぬものなのだから、昨日の彼が特段悪いことをしたわけではない。……が、ゆうべの自分はさすがに調子に乗りすぎだったと。ブレアはげっそりしつつ、顔を赤らめてため息をつく。

　王子の行動が、母に報告が行くのは当たり前。しかも、今は王妃が自分とエリノアの動向に目を光らせていると分かっていたのに。

　自分が国に与える影響力は、きちんと自覚していたはずだったのだが……。






「分かっていたのに──制御できなかった……」






　今も、あの瞬間を思い出すと心臓が締めつけられる。






「これが……恋で身を持ち崩すということか……」






　胸を押さえてガックリうなだれる王子に、オリバーは心の中で、（もう結婚すればいいのに……）と、思いながら。うつろに笑う。






「ははは……別に悪いことじゃないですけどね……でも、今回は色々実害が出そうなので……とりあえず、王太子様にご助力いただき、王妃様をなだめてもらっているんですが……本件に関しては、王太子様もどちらかっていうと王妃様の味方ですからね……どこまで抑止力になるか……」

「…………」






　王太子も王妃と同じく、エリノアをブレアの婚約者に据えたがっているとオリバーに言われ、ブレアが複雑そうに顔を歪める。






「それと……どうも王妃様付きの侍女たちが、王妃様の命を受けて新人娘を連れ出しに行ったらしく……あ、ちなみにもちろん侍女らはブレア様の妨害を警戒しています……さっき見たら、宮廷の出入り口すべてに王妃様の侍女らしき見張り手が立っていました。本気になったご婦人たちの達者さは本当に凄いですよ……ははは」

「……母上……」

「まあ、王妃様の反応はある程度予想していたので、当の新人娘のほうには、今朝一番で、今日はブレア様の部屋から出ないほうがいいと忠告しておきました。あそこにいれば、王妃様の侍女たちもおいそれとは手出しできないでしょう、一応仲間にも見張らせていますし」

「…………」






　配下の言葉にブレアが、はー……と、長いため息をこぼす。






「……仕方ない……、ソル」






　ブレアは、傍で書類を拾い終わり、それを正しく並べ直していたソルを呼んだ。






「はい」

「急ぎの仕事だけ出してくれ。後は午後に」

「かしこまりました。ただ──このあと会議が……別室ですでに大臣たちが待っておりますが……」

「分かっている。……すまんオリバー、合間を見つけて母上のところへ行く。それまでは──」






　申し訳なさそうに自分を見る主君に、オリバーは少しだけ苦笑した。

　己の個人的な問題で職務に影響を出すのが心苦しいのだろう。だが、それでもすぐに王宮に戻りたいというブレアの気持ちは、ありありとそこににじみ出ていて。──以前なら、「放っておけ」とだけ言って、平然と職務を続けただろう王子の顔に、オリバーは──随分、お変りになられたなぁと思いつつ──しっかりと、頷いた。






「持ち堪えます。任せてください」









　　　　　＊　＊　＊









「ちょっと！」






　不満そうな声が、ブレアの住まいのエントランスに響いた。

　見れば侍女たちの集団が二つ。数人ずつが横並びになり顔を合わせ、互いに睨み合っている。






「そこをおどきなさい、あんたたち！　私たちがどなたの命で動いているか分かっているの!?」






　いきり立つ初老の侍女。しかしその前に立つ侍女も負けてはいなかった。






「お黙り、いくら王妃様の命でも、ブレア様の許可もなく、うちの侍女を勝手に連れて行こうなんて……ダメに決まっているでしょう！」






　道を開けろと言う侍女に、ムッとした顔で立ち塞がっているのはエリノアの同僚侍女たちだ。






「だいたい、いったいなんなのよ。いきなり来てエリノアを連れてこいだなんて……」






　一番先頭に立っていた侍女が不愉快そうに言うと、王妃の侍女は、今度は猫撫で声を出す。






「何もあの子に危害を加えようってことじゃないわよ。ただ……王妃様は、早め早めにウェディングドレスの採寸を……」

「ちょっと……！　それがもうおかしいと言っているでしょう！」






　一気にエリノアの同僚たちは、気色けしきばむ。






「私たちのテリトリーで余計なことしないでちょうだい！　今ここでは、ブレア様が尊くもじれったい初恋を育てておいでなのよ！　ウェディングドレスって……そんな強烈に先走ったものぶっこまれたら困るのよ！」






　そうよそうよ！　と、ブレアの侍女たちは同調して頷く。






「〝母親〟ってワードも今はまだ危険よ……繊細なのよ！　壊れやすいの！　分かってるの!?」

「そもそも許可取りが先でしょう！　まずはブレア様と議会と、エリノアと、タガート将軍の許可をとってきなさい！」

「だから……エリノア・トワイン嬢に、会わせてと言ってるじゃない!?」

「それはダメ」

「なんでよ!?」

「ブレア様が嫌がるもの」

「でも王妃様がお望みなのよ！」

「だから……！　そういうのはブレア様が一番嫌がるって──」






　──と、いう……互いの主人を想った侍女たちの言い争いを……。

　その背後、エントランス奥の廊下の角で……ブレア配下の騎士たちは怯えた顔でその様子を眺めていた。






「……女の戦いって……どうしてこう怖いんだ……？」

「ダメだ、ぜんぜん俺たちの出番がない……」

「……まじりたくねーから、いいんじゃないか……？」






　まぁ、な……と、ケルルが諦観の笑みを口元にのせた、時。──その背後から「あれ？」と声がする。






「？　騎士トマスに、騎士ザック？　その他の皆さんも……そんなところで縮こまって何してるんですか？」

「ぅおう！」






　騎士たちはその声に、野太い声を出して跳び上がる。──振り返ると……キョトンとしたエリノアが立っていた。腕に抱えた大きなカゴには、アイロンをかけ終わったリネン類がいっぱいで。どうやらそれを、どこかに運ぶ途中だったようだ。

　エリノアは、声をかけた途端、廊下の絨毯の上にコロコロ転がって行った騎士を、不審そうな顔で見ている。






「……何を見ていたんです？　エントランスがどうかしたんですか？　ん？　なんか騒がしいですね……？」

「わ！」






　怪訝そうに角の先を覗こうとしたエリノアに、騎士たちが慌てて筋肉の分厚い壁を作った。






「なんでもない！　嬢は向こうで仕事しろ！」

「え……？　いえ、もう一区切りついたので……これを運び終わったら、ハリエット様のところに行く予定で……」

「な、にぃ!?　ダメだダメだ！　オリバーに、今日はこっから出るなって言われてただろう!?」

「え……でも……王女様とのお約束を破るわけにも……」






　同盟国王女との約束と聞いて、騎士たちが、うっと怯む。

　どうやらエリノアは、昨日ソルから届けてもらった菓子の礼を言いに行くつもりらしかった。

　男たちはエリノアに顔を向けたまま、サカサカと数歩後ろに下がり、顔を突き合わせてコソコソと言葉を交わす。






「ちょ、おい、どうするハリエット様だってよ……」

「王太子様の婚約者様か……で、でも、オリバーが、ブレア様のために今日は嬢ちゃんを外に出すなって……それに、あの集団に捕まったら厄介だぞ……」






　今もエントランスのほうでは、女たちが喧々囂々けんけんごうごう言い争っている。

　どうする？　と急かしてくる仲間の言葉に、顎髭に手をやって何事かを考えこんでいたケルルは、言った。






「……仕方ねぇ……こうなったら……」












「………………は……？」






　騎士たちの言葉にエリノアは、ぽかぁん……と目と口をまぁるく開けた。

　彼女の視線の先では……ニコニコしたケルルとザックが、何やら大きな箱を持ってじりじり近づいてくる。騎士達の行動が不可解すぎて……笑顔がいい笑顔すぎて……その不気味さがとどまることを知らない……。エリノアは、思わず後退って背後の壁に張りついた。






「ちょ、ちょ……待ってください、え？　今……なんて……」






　戸惑って問うと、ケルルが満面の笑みで答える。






「だからぁ、な？　ここに入ってくれ嬢！」

「はぁ!?」






　騎士たちは、ずいっと箱を突き出してきて、懇願するように見つめてくる。

　ケルルはウルウルした瞳でエリノアに言った。






「入ってくれよぉ、俺たちも侍女たちの争いが怖いんだよぉ、ブレア様のためなんだよぉ」






　えっ？　と、エリノア。






「ブレア様の……？」






　が、ハッとして。慌てて、いやいやと首を振る。ブレアのためと聞いて、うっかり承服しかけたが。騎士たちのこの説明では、ちっとも分からない。






「意味……意味が分かりません！　な、なんで私がそんな箱に詰められないといけないんですか!?」

「だって、ここを出てハリエット様に会いたいんだろ？　大丈夫、俺たち丁寧に運ぶから！」

「わ……わぁあああああああ！」









　…………

　…………

　……そうして結局エリノアは……騎士たちに〝丁寧に〟箱詰めにされてしまったのだった……。

















11　エリノア、怒りで気力をチャージする。












　ちーん……と、奇妙な音がする。

　物悲しいのに、どこか間抜けで滑稽な──最近よく聞く気がする音だった。






「…………」






　エリノアは、揺れる箱の中、無言で膝を抱えて座っていた。はっきり言って、居心地は悪い。上下する揺れに加え、抱える騎士たちの身長が合っていないのか、箱の底はやや斜め。自然、エリノアは箱の端に寄りかかる姿勢を取らなければならなかった。その暗い表情からは諦めが滲み出ている。

　なんだかもう……とエリノア。笑いすらこみ上げて来そうな心持ちだった。

　前代未聞ではないだろうか。箱に詰められて運ばれる侍女など聞いたことがない。……その正体が……実は勇者だなんて。






「……真実には、夢が……ないのね……」






　娘は暗がりの中でボソリとこぼす。

　もしこんな滑稽な事実を知ったら、聖剣の勇者に憧れる少年少女たちが泣いてしまうのではないだろうか……。

　ふっと自嘲気味に笑ったエリノアは、やはり自分は、聖剣の件を隠し通さねばならないのだなと改めて思った。

　さて、それはさて置き。

　エリノアが入れられた箱の中は暗かった。元はなんの用途で使っていたものなのかは分からないが──箱の身に、フタをかぶせるタイプの木箱には、ほとんど隙間がないようだ。唯一、フタの隅に木の裂け目があるらしく、そこから薄い光が漏れ入ってくる。

　外からは、えっほえっほと弾むような息遣いが聞こえ、時々、騎士たちの言い訳めいた声が聞こえる。察するに……衛兵か誰かに呼び止められた彼らが、なんでもないと誤魔化しているのだろう。

　それを聞いたエリノアは、ふと危ぶむ。






（…………これ……もしかして、私発見されたら、騎士様方は誘拐犯扱いされるんじゃ……）






　大丈夫なのか騎士たちよ。それってもしかしなくても、ブレア様にも迷惑がかかる気がするんだけども、気のせいなのか。もしそれで彼らが衛兵に捕まっても、どうして箱詰めされたか理由を分かっていないエリノアには、彼らをうまく庇える自信がない。

　そもそも自分は何故ここに詰められたのだろうか。

　騎士たちには「ブレア様のためだ」とかなんとか言って、丸め込まれたが……この珍妙な状態のいったい何が、彼かの人のためになるのだろう。せめて……もう少し説明をしてほしい……と思った時──……。

　そんなエリノアの、抱えた足のももと胸の隙間に、突然フワッと温かいものが触れた。






「え？」

「……ちょっとぉ、姉上ったら、何、誘拐されてるんですか？」






　暗闇に小さくケラケラと笑う声。






「……グレン？」






　声をひそめて問うと、小さくニャアと笑うような鳴き声が返ってくる。






「なんだかコントすぎて、思わず成り行きを見守ってしまいましたよ」

「…………」






　いきなり現れて、クスクスと忍び笑う猫……に、エリノアを助ける気がまったく感じられないことは想定内。ここに来たのは笑うためだと、エリノアも分かっている。

　エリノアは疲れたため息をこぼす。






「ま……とりあえず放っておこうかなって。どうせ、大したことじゃないから……」






　のどかなトマス・ケルルたちのすることである。

　ひとまず彼らはブレアの配下であるからして、そう変なことは起こるまい……きっとまぬけな結果にはなるのだろうが、と、言うエリノアに。グレンは「現状、すでにまぬけですけどね」と噴き出した。






「しかし、随分落ち着いておられますね？　嫌ならさっさと外に出れば良いのに」

「まあ……無理に逃げても追いかけてきそうだし……迂闊に逃げて、騎士様たちと王宮で鬼ごっこするのも嫌だし……。一応、運搬先はハリエット様のところみたいだから……。それにちょっと抵抗する元気が残ってなくて……」






　エリノアは疲れた顔を見せる。

　先刻テオティルに脅かされた一件で、彼女はかなり気力を削られてしまっていた。

　それでなくても侍女の職務だってそう楽ではない。しかしそれでも、日常業務ならばなんとか踏ん張れるのだが……。

　こんな、わけの分からないことで、いつでも元気フル充電していそうな筋肉騎士たちを相手に抵抗する力など……もう、ない。キッパリそう断言するエリノアに、グレンが愉快そうに笑う。






「やれやれ……勇者がこんな有り様とは情けないですねぇ。ま、私としましては、そのほうが陛下に害もなさそうで安心ですけどね」

「……悪かったわね」






　笑われたエリノアは、ムッとして口を尖らせた、が、その時。

　上のフタがパカッと開いて。箱の中に光が差した。






「!?」






　エリノアは驚いて。咄嗟に小さな魔物、グレンの身体をエプロンで覆った。と、同時にケルルの顔が箱のフチの向こうに現れる。にへっと笑った騎士は、エリノアに向かって「ごめんな」と可愛く言った。






「え？　なん──ぅっ!?」






　いったいなんのことですか？　と、エリノアが問う前に。ケルルたちは箱の中へ大量の布を投入。






「ちょ、」






　頭からバサバサとかぶせられる白布にエリノアが埋もれていく。清潔そうな太陽の香りを鼻に感じながら──エリノアは奇声を上げた。









「き、騎士ぃぃいいいっ！」

「いやさ、もうブレア様のお住まいは出たんだけどさ、外にも追手（※王妃の侍女）が見張っているみたいだから、一応な、一応」

「い、一応って、せ、せまっ」

「覗かれたらまずいからな、それ被っとけ、じゃ、また後でな」

「……！　……ちょ……まっ……」






　──そして、頭上のフタはまた閉じられた。

　再び暗くなった箱の中で、エリノアのエプロンとスカートの間に隠れていたグレンは「ぷはっ」と、息を吐きながら、そこから這い出して。おや？　と、エリノアを見上げる。






「？　……大丈夫ですか、姉上？」






　頭に白い大判の布──どうやらシーツ──を、かぶったまま何故か沈黙し、身動きしないエリノアに、グレンが問う。と、黙りこくっていたエリノアが、ボソリとつぶやいた。

　……顔が……怖い……。






「……この、シーツ……」

「え？」

「……さっき…………私がアイロンかけたやつだわ……」

「……、……、……あぁ……」






　……すでにそれはグチャグチャだ。

　エリノアは、静かに怒りに燃えるのだった……。

















12　王子、仕事してください　byトマス・ケルル












「これでよし……」






　箱の中に布を投入したケルルたちは、エリノア入りの木箱を担ぎ直し再び歩きはじめた。

　一番先頭でケルルが見張り役を務め、ザックともう一人の騎士が木箱を抱えて歩くという陣形。他の騎士たちは、あまり大勢で動いても目立つということで……状況を見に、王宮内に散って行った。

　彼らは一旦王宮を出て、外から建物沿いにハリエットの待つ客間を目指している。

　王宮外の、綺麗に刈りこまれた低木に身を隠しながら……見張り役のケルルが心配そうにつぶやく。






「……王妃様の侍女たちは追ってきてねぇな？」

「おい急ごうぜ、下手したら王妃様の命令で衛兵たちも敵に回っちまう……」






　敵……とは大袈裟な言い方だが、王妃の命令一つで衛兵たちが動くのは事実だった。……たとえその目的が、息子の婚約者でもないエリノアに、ウェディングドレスを仕立てたいという無茶な願望でも。






「……王妃様は時々アレだな？　すごいな？」

「やめとけトマス。下手なこと言うな。本気でやばいから」






　それより大事になる前に先を急ごうとザック。

　とにかく要は、無事ハリエットの元にエリノアを届け、ブレアが王妃をなだめるまで、その手の者たちから守っていれば良いわけだ。

　と、もう一人、木箱の片側を支えていた騎士が苦笑する。






「だけどよ、ブレア様の侍女たちがエントランスで騒いでるせいか、王妃様の侍女連中も、すっかり嬢ちゃんがブレア様のお住まいにいると思いこんでるみたいだな」






　おかげで追っ手が減って助かると彼は言う。

　確かにその通りだった。廊下や回廊でちらほらと見かけた王妃の侍女たちは、彼らに見向きもせずにブレアの住まいのほうへ急いで行った。この調子なら、案外楽に客間まで辿り着けそうだと言う仲間に、しかしケルルは辺りを警戒しながら真面目くさった顔で言う。






「だがそれも時間の問題だぞ……気がつかれたら一気にこっちがやばくなる。面倒なことにならないうちに、さっさとハリエット様のところに行こうぜ。ブレア様のためなら王妃様でも敵に回しても悔いはないが……やっぱり怖いしな……」

「確かに。了解」

「それになぁ……嬢も窮屈だろうしな……」

「……だな」






　騎士たち三人はチラリ……と、自分たちが抱えた木箱を見る。

　……一応、箱の中のエリノアに窮屈な思いをさせているという意識はちゃんとあったらしい……。






　さて、そうして建物沿いに進んだケルルたちは、うまく死角を縫うように進み、中庭を突っ切った。

　中庭では庭師が数人作業をしているが、建物と生垣の間は死角になっていて彼らに気がついた様子はない。






「……よし、もう少しだ。もうこれだけ離れれば王妃様の侍女たちもいねえだろ」






　ホッと胸を撫で下ろすケルルに、ザックが言う。






「お、じゃあそろそろ嬢ちゃんを外に出すか？」






　しかしケルルが渋る。






「いや待て。お前王妃様を侮るなよ。王妃様がここ一番でお力を発揮するのが、ブレア様の婚姻関係なんだ。万が一ってこともあるだろ、まだ入れといたほうが安全だ」

「……だけどよ……」






　ケルルの反対に、ザックがやや神妙な顔つきで木箱を見る。






「どうした？」

「いや……なんか……さっきから嬢ちゃんが妙に静かじゃねぇか……？」

「え……？」

「そういえばそうだな……おーい嬢ちゃん？　大丈夫か？」






　騎士が木箱をコンコンと軽く打つ。……が、返事はない。もしかして……と騎士。






「……乗り物（？）……酔い、とか？」

「「……」」






　三人は顔を見合わせた。彼らには……自分たちがかなりアグレッシブに走り回ってきた自覚があった。箱の中はたいそう揺れたに違いない。

　やばいとケルル。






「すまん！」

「大丈夫か!?」

「吐きそうなのか!?」






　ザックともう一人は、慌てて木箱を地面に置いた。ケルルもうろたえた様子で手伝って、三人は大急ぎでフタを持ち上げようと──……

　した、のだが……。






「──……おい」

「「「！」」」






　不審げな声に、騎士たちの動きがハタっと止まる。

　彼らが手にした木のフタが、少しだけ持ち上がったか否か……という瞬間のことだった。

　──途端、驚いた彼らの重そうな身体が、ガバッと跳んで──。

　騎士たちは、とっさに庇うように木箱に飛びつき。ケルルは何故か木箱の上で寝そべり、誤魔化すようにピロピロ陽気に口笛を吹いている。……のはともかくとして。

　他の二人が慌てて声がしたほうを振り仰ぐ。と──唖然とした彼らの視界に、少しくすみがかった金色の頭髪が飛びこんできた。






「っう……」






　その顔を見て、騎士たちが、げっという顔をする。






「何をしている」

「──ク、クラウス様……」






　彼らのいる場所の上。見上げる場所にある王宮の窓に、金の髪の──第三王子クラウスの姿があった。クラウスは窓を開き、冷たい視線を騎士たちに落としている。






「先ほどからコソコソと……答えろ、貴様らそこで何をやっている」






　クラウスの疑り深そうな目に、騎士たちは、うっと息を吞む。とても口笛などでは誤魔化せないと悟った（※そもそも無理）か。ケルルも大人しく箱から降りて、仲間と共に箱の前に立つ。

　よりによって──何故今ここに──と、心の中で呻きながら──しかし、それでも騎士たちは、表面上で平静を装い、王子に向かって敬礼する。






「殿下！」

「ご機嫌麗しゅう殿下！　はて──？　コソコソ？」

「いったいなんのことですかな？　ハハハハハ！」






　笑って誤魔化そうとする三人に、クラウスは気難しそうに顔を歪めた。






「チッ……ブレアの配下か、目障りな……おい、羽虫ども、それはなんだ？」

「え？　それ？　それとは……？」






　ケルルがキョトキョト瞳を瞬いて。精一杯誤魔化しを試みている。が──それが通じる相手でもない。

　クラウスは目を合わせようとしない騎士たちを冷酷な目で睨みつけると、箱を指差した。威圧するような声が三人に降り注ぐ。






「開けろ」

「え……？　えー……と……」

「さっさと開けて中を見せろ。まさか何か盗みでも働いているのか？」

「ま──さか、そんな、うふ」






　疑いの眼差しを向けるクラウスから、騎士たちは、すすっ……と、不自然に目を逸らす。






「その、これは──ただの騎士団の備品ですよ？　殿下のお目にかけるようなものでは──ははは」

「だったら開けろ」

「「「…………」」」






　眉を吊り上げたクラウスの顔には、さらさら引く気がなさそうで。騎士たちは黙りこんで顔を見合わせた。視線だけで、「どうする？」と、トマスが言う。






（よりによってクラウス様か……）

（まずいな……）

（嬢ちゃんが吐きそうな時に……）






　勝手に乗り物（騎士）酔いで吐きそうだということにされるエリノア。

　しかしそういえばと、ケルル。そういえば……この辺りはクラウスの住まいに近かったなぁ……と……。

　……いや、そんな場所で油断するなよと言いたくもなるのだが──しかし。

　勤勉なる主人ブレアを持つ彼らは、主人と同じ王子たる立場の人間が、国が慌ただしいこの渦中に、こんな昼間に王宮にいるなどとは思ってもみなかったのだ。

　早朝から宮廷で働き詰めのブレア同様、クラウスも当然執務室のある宮廷側にいるものだと──思いこんでいたケルルらは思った。






（クラウス様……仕事しろ……）

（本当だよまったく……！）

（ブレア様はあんなに頑張っておられるのに……）






　騎士たちは猛烈にイラッとした。

　クラウスの背後には、侍従と共にいつも通り取り巻きたちの姿も見える。開いた窓からそこはかとなく香ってくるワインの匂いが腹立たしい……なんでこんな奴の命令聞かなきゃなんねーんだよ……！　と、思った彼らの心情は、まあ……今は置いておくとして。






　クラウスに開けろと命じられた箱の中には、エリノアがいる。

　彼らは、王妃の侍女たち、ウェディングドレス採寸隊から逃れようとしているだけで、別にクラウスにそれが見つかったとてなんら後ろ暗いところはない。が……そこにうまく因縁をつけるのがこの第三王子クラウスという王子である。

　騎士による侍女拐かし──誘拐──まあ、それくらいならば事実無根と言い張って貫くが、そこにブレアを巻きこまれるとことである。それだけは避けたいというのが騎士たちの共通する思いだった。

　それに……と、見交わした騎士たちの視線は言っている。

　単純に、この高慢な王子にエリノアを出くわせさせるのは気が引けた。箱の中身が仲のよくない兄の想い人だと知れば……彼は必ず喰らいついてくるだろう。






（クラウス様はしつけーし……嫌な思い──絶対させちまうよな？）

（……だなぁ）

（クラウス様は──まあ吐きそうな時に見たいお顔じゃねぇよなぁ……）






　勝手にエリノアが吐く間際と決めつけているケルルたちは、箱を開けずにどうこの場を切り抜けるかを必死で考えた。

　もちろん彼らには、クラウスの命令を拒む権利はない。拒めば処罰の対象となるだろう。

　しかしそれでも何か方法がないかと、ケルルたちが思考を巡らせていると──。






　そんな彼らの様子を見たクラウスは、騎士たちが開けたがらない箱の中身が、余程自分には見せたくないもののようだと察したらしかった。それはつまり、兄ブレアに関する何かではないのか。






「おもしろい……おい」






　彼が顎をしゃくると、それに応じ、廊下の隅で控えていた侍従たちが、ぞろぞろと外に出て行った。その者たちは、ケルルたちを囲んで円になる。






「お……な、なんだよお前らっ」

「殿下の御命令です。箱を開けてください。中をあらためます」

「おい！　勝手なことすんな！　これは俺らんとこの──クラウス様！」






　ケルルは抗議するが──クラウスは嘲笑うような顔で階下を見下ろし、そこで兄の騎士たちが慌てている様子を見て楽しんでいるようだった。その侍従たちが箱を奪おうと、乱暴に箱のフタに手を掛けたのを見て──ケルルが──吼える。






「く……野郎ども！　こうなったらしょうがねぇ──逃げるぞ！」






　その号令に──騎士たちの目の色が変わった。次の一瞬、ケルルの身体が下に沈みこんだかと思うと──ケルルは、彼の一番傍にいた侍従に足払いを掛けて転倒させる。そのまま髭の騎士は、今度は素早く別の侍従に当て身を喰らわせた。






「！」






　まさか王子の命令に逆らい、抵抗されるとは思っていなかったのだろう。侍従たちはあっけなく転び、それを見たクラウスが怒鳴る。






「おい！　逆らうのか!?」

「申し訳ありませんー！」






　と、口ではのんきに謝りつつ、ケルルは三人目の侍従に体当たり。彼が道を開くと、ザックたちが間髪入れずに木箱を担ぎ上げ、侍従の包囲を駆け抜けて行く。






「逃すな！」






　厳しい叱咤にクラウスの侍従たちが慌てて騎士たちに喰らいつく。──侍従たちも必死だ。ここでケルルたちを逃せば、のちにどんな叱責を受けるか分からない。






「ぅ、お!?」






　腰にまとわりつかれた騎士がバランスを崩すと、大きく木箱が揺れて。






「！」






　落ちそうになった箱を、仲間に代わり、ケルルが落下寸前で受け止める。侍従に足止めされた騎士は、そのまま逆に侍従の後ろ首をつかんで地面に押しつけた。その目がケルルらに先に行けと訴える。言外に、それを理解したケルルたちは、木箱を担いで地を蹴った。






「お許しくださいクラウス様！　俺たちこれから厠かわやに行かねば！（※エリノアを吐かせに）」

「貴様ら！　衛兵！」






　逃げていきそうなケルルを見て、クラウスが歪んだ顔で怒鳴り、衛兵を呼び寄せる。

　すると侍従を振り切ろうとしていたケルルたちの前方から、騒ぎを聞きつけた衛兵たちが姿を現した。前方を衛兵に、後方をクラウスの侍従に阻まれたケルルたちは、行く手を失って急停止する。






「やべっ、ついに衛兵まで敵に回しちまったか……」

「あーあー……結局大事になっちまった……」






　げっそりと衛兵たちを見るザック。さすがにこうなってくると多勢に無勢である。彼らの慌てた様子を見て、クラウスは勝ち誇った顔で鼻を鳴らした。取り巻きたちはクラウスを称え、まるで何かの見せ物でも見物しているかのように囃し立てて騒いでいる。






「……無様だな。私から逃げられるとでも？」

「……ク、クラウス様……勘弁してください！　これ……本当にこんな大騒ぎするようなものではないんですよ……！」






　衛兵と侍従たちににじり寄られたケルルが困り果てた顔で訴える。

　だが、クラウスは獲物をいたぶるように笑いながら、問答無用とそれを切り捨てた。






「さっさとしろ。荷を奪え」

「は！」

「おいやめろって！　ゆらっ、すな！」

「クラウス様！」






　数人がかりで羽交い締めにされたケルルは、それでも根性で木箱にしがみついていたが……そこに衛兵も加わると、もう打つ手はなかった。仲間二人も同じように左右から腕をとられ、首を腕で押さえられている。抵抗すると、しまいには衛兵たちが腰の剣に手を掛けて。

　数人の衛兵がスラリ──と、鞘から白刃を覗かせた。






「！」






　その輝きに、ケルルたちの目がのどかさを失った。騎士たちは、普段ののんきさからは想像もつかないような剣呑な顔つきとなり、己らに剣を向けようとする衛兵たちを睨む。拳だけならまだしも、剣を向けるならそこには命がかかる。場はピンッと張り詰めて。衛兵たちがジリっと身構え、騎士たちに剣の切っ先を向けようと──。






　……が──その時だった……。






「──ちょっとっっ！　騎士様方!!」

「!?」






　衛兵の抜刀に騎士たちが殺気立った瞬間のこと。

　場に──ビシャリと厳しい声が響く。

　鋭い声は、男たちの怒号と嘲笑を切り捨てるように強かった。名指しされた騎士たちも、衛兵も。そしてクラウスたちまでもが思わずギョッと動きを止めた。






「な、なんだ……？」






　外にいる者たちは呆然と振り返り、窓の中にいた者たちは、恐る恐る頭を窓の外へ出して声がしたほうを窺った。

　すると、そこには──ホウキを逆さに持って、仁王立ちしている一人の侍女。

　表情は怒りに満ちている。にじみ出る覇気はただの娘にしては異様。いや──その異様さは、彼女の背後からジワジワと湧く、黒い煙のせいでもある。

　それは地面沿いに這い伸びて。呆然と彼女を見ている男たちのほうへゆっくりと蛇のように忍び寄ってくる。煙に触れてしまった者たちは、その冷たく刺すような冷気に驚いて、あたふたとその場を跳び退いた。気のせいか──黒い煙の奥に、怪しく光る一対の獣の目のようなものが見える気がして……数人の男たちは慌てて目元を擦っている。






　──そうして場に動揺が走る中……。

　揃ってポカンと口を開けている者たちがあった。──ケルルたちだ。






「ぁ……れぇ……？」

「……え？　なんで？」






　その姿を認識した騎士たちは、死守しようとしていた木箱を呆然と指差し──その指が、娘との間で彷徨った。衛兵たちに向けていた重い凄みはすっかりきれいに消えていた。






　──確かに、そこに詰めこんだ……ハズなのに。






　そんな彼らの戸惑いをよそに。娘は悪鬼のような顔でゴンッとホウキの柄で床を打つ。その音は何故か異様に轟いた。

　娘は、もう一度、きぃ……しぃさぁまぁぁぁっ!!　と、力一杯呻くように言って。──その瞬間、近くの空でバチバチッと激しく弾けるような稲妻が走った。






「わたくしめが、アイロンかけたシーツ！　返してください!!」

「ヒッ」






　娘が怒鳴るのを見計らったようなタイミングで──激しい音が、一同の耳を打った。

　特大の落雷と共に上がった怒声に──ケルルたちだけでなく、クラウスも、侍従も衛兵も。皆が身をすくめている。

















13　王妃の上級サテン生地












「母上……」






　呆れのにじむ声がする。と、その声に呼ばれた人物は、長椅子に座ったまま、あら、と顔を上げる。






「ブレア、来たのね」






　嬉しそうな王妃は息子を呼び寄せようとして……己の両手が塞がっていたことに気が付いた。彼女は再び、あら、という顔をして、コロコロと笑う。

　しかし彼女の次男は──そんな母の両手を塞ぐものを見て、赤い顔で呻いていた。

　王妃の腕に広げられている――美しい純白の布。

　しかしこちらはシーツなどではない。厚手で上品な光沢のある真っ白なドレスサテン──それがどういう意図でここに持ちこまれたのかを理解しているブレアは、途端に激しいめまいに襲われる。

　一級品らしいドレス用の布地たち。それは王妃が手にしている以外にも、所狭しと部屋に運びこまれていて。サテンに、レースに、見本らしいいくつものドレス、何枚ものデザイン画、飾り用のビジューなどなど……。

　さらにそれらを持ちこんでくる王室御用達の仕立て屋や侍女が右往左往して。王妃の部屋は大変な騒ぎだった。






　そんな──ドレス製作に関するあらゆるものが持ちこまれ、フルで乙女チックと化した王妃の部屋の中央。ローテーブルに厳選したらしいドレス用生地を並べて、にこやかに王妃と語り合っているのは──母をなだめることを頼んだはずの兄、王太子リステアード。二人は実に楽しげに、ドレスのデザインについて──揉めている。






「あらいやだ、王太子ったら。うふふ、エリノアさんには、こっちのサテンのほうが似合うわよ」

「いえいえ母上、そちらは少し光沢が強すぎませんか？　こちらの少し柔らかい白のほうが……」

「何を言ってるの、誰よりも輝かねばならぬ時に着るものだもの。これくらい当然──」

「いえしかしですね……派手すぎるとエリノア嬢の愛らしさがですね──」

「でも──」

「いえいえ──」






「…………」






　二人のウェディングドレス談義は、延々続きそうである。ブレアは呆れ果てて言葉もない。味方だったはずの兄は、この空間に馴染みまくっている。






「…………兄上……」






　げっそりした顔で呼ばれた王太子は苦笑する。






「おや、すまないブレア。つい楽しくてね……母上と、エリノア嬢にどんなドレスが似合うか考えていると止まらなくなってしまった」

「そうよね、すっごく楽しいわよね」

「…………」






　うふふふ……と、品よく微笑み合う親子のまわりにはウキウキと花が舞っている。






「ほら、ご覧なさいよブレア、いい生地でしょう？　エリノア嬢は華奢だから、やっぱり可愛らしいデザインがいいと思うのよね。仕立て屋もお針子も選り抜きの者を手配するわね」






　と、表情を輝かせる母を──ブレアは食い気味に「結構です」と切り捨てた。






「それよりも母上……！　今すぐ宮内に散っている母上の侍女たちを呼び戻してください！」






　ブレアは厳しい口調で言ったが、王妃はのんびりと応じる。ブレアの切って捨てるような物言いにも気にする様子は微塵もない。






「侍女たち？　ああ……エリノア嬢の採寸に行った者たちのこと？」

「母上、彼女の迷惑になるようなことはお控えください。このようなものを王妃に突きつけられては……彼女が萎縮してしまいます」

「あら……迷惑かしら？」

「迷惑でしょう」






　キョトンと首を傾げる王妃に、ブレアは言い切る。その必死な顔に、兄が笑う。






「まあ確かに、いきなりウェディングドレスは……ちょっとなかったかも知れませんねぇ、ふふ」

「そう思っておられるなら母上を止めてください兄上！」

「ごめんごめん、ふふ」






　苦笑する長兄の横で、王妃が不満そうに口を尖らせた。






「だって……昨日市場で、あなたとエリノア嬢が、かなり親密そうだったって、報告が来たのよ？　トマス・ケルルが『もういつ結婚してもおかしくない！』って断言したわ」






　…………トマス……ッ!!






　母の言葉に、ブレアは心の中で思い切り叫んだ。赤い顔で拳を握って苦悶の表情を浮かべる息子に、王妃はそれにと続ける。






「それにほら、こんな時でしょう？　話が決まったらすぐにでも式をしないと。何かあって時期が伸びてしまう……なんて不測の事態もありうるでしょう？　だから先んじてなんでも用意しておいたほうがいいかしらって。でも、リステアードが止めるから、新居を建てるのは延期にしたのよ。だからせめてドレスとスケジュールを押さえるくらいはしておきたくて。国王陛下にも式の日程を女神神殿と相談するようにって──」

「母上！」






　楽しそうに言う母に、ブレアがついに特大の雷を落とした。









「…………だって……」






　息子にひどく叱られた王妃は、いかにも不平のありそうな顔でムスッとして。ブレアに命じられ、そそくさと帰っていく仕立て屋たちを名残惜しげに見つめている。






「だって！　お前がいつまでも妃候補を決めないから悪いのではなくて!?　私が側室妃ビクトリアに毎度毎度どれだけ嘲笑われているか知らないでしょう！　まったく！　この朴念仁ぼくねんじん！」






　王妃は憤慨して手に持っていた美麗な扇をブレアに力一杯放ったが、それは〝朴念仁〟の息子に無言のままにスッと受け止められる。ブレアはそのまま何食わぬ顔で扇を傍に控えていた侍女に渡し、息子の無駄のない動きを見た王妃は、余計恨めしそうに歯噛みした。






「そのような身のこなしだけ上手くなって！　この鉄仮面！　ばか！　私のドレスサテン～……」

「まあまあ母上」






　王太子が王妃をなだめているが、王妃は身体を震わせて憤っている。






「私がこの子のことを、いったい何年気を揉んでいると思ってるの？　本当に……息子というものは、夜も眠れない母の気持ちをちっとも理解しないんだから！」

「そんなに心配なさらずとも……順調に仲良くしているようではありませんか。何をそんなに案じておられるのですか？」






　母に向けられた兄の問いに、ブレアが険しい顔で密かに奥歯を噛み締めている。──怒っているのではない。どうやら『順調に仲良く』という言葉が恥ずかしかったらしい……。

　そんな次男の様子をよそに、王妃は両手を握りしめて嘆いている。






「気になることは山とあるのよ！　エリノア嬢はブレアのことを好いていてくれているのかしら？　それはどのくらい？　まさか自国の王子を相手に弄んでいるなんてことはないでしょうけど……でもブレアは女性相手に慣れているとは言い難いから、ちょっとロマンスを楽しむにはいいけど、伴侶には向かないとか思われていたらどうしたらいいの？　仕事の鬼だから、結婚後が寂しそうだから嫌だとか思われていたら？　私がいくらでも構ってあげると今すぐ伝えに行きたいわ！　でも……ブレアは私が彼女に会いに行くのは断固として止めるし……！」






　と、打ち震えるように訴える母に、王太子が笑う。






「ははは、つまり……そろそろ母上は我慢の限界なのですね」

「そうよ！」

「…………」（※ブレア。呆れ）






　王妃の猛りは止まらない。要は、余計なことは控えてくれと、息子に言われ続けて来たために、痺れを切らしてしまったということらしかった。

　彼女は、呆れと羞恥の狭間で頭痛を堪えるような顔をしている次男を振り返り、悲壮な顔でにじり寄る。






「ねえブレア、心配なのよ……」

「は、母上？」

「ちゃんと努力はしているの？　市場での逢瀬の件は聞いたけど……あなた絶対愛情表現が苦手なタイプでしょう!?　どうなの!?　毎日ちゃんと王宮で顔は合わせている？　忙しいとか言って贈り物もろくにしていないんじゃない!?　毎日ちゃんと言葉にして愛を乞うてるの!?」

「あっ!?」






　随分とハードルを上げてきた母の言葉に、ブレアが、愛!?　と、真っ赤になって目を剥いた。言えているわけがないし、母の異様な圧に、ブレアはまったくついて行けてもいない。

　慣れない話題を怒涛のように押し付けられて、ゴリゴリ気力を削られているらしい。羞恥と胃痛のせめぎ合いでブレアが血の気の引いた顔をしている。






「ま、毎日……愛を、こ、乞う……？」






　ブレアは助けを求めるように兄を見た。が……残念なことに、ハリエットに呼吸をするかの如く愛を囁くことに慣れきっている兄リステアードでは、ブレアの心痛を分かってやれなかった。






「？　ブレア？」






　どうしたの？　と、キョトンと美形な顔を傾けて不思議そうな、恋愛上級者王太子。






「私もきちんと言葉にしたほうがいいと思うよ？」と、笑顔でこともなげに言われ──ブレアには……兄の姿が光り輝いているように見えた……。

　そして思い知った。恋愛という部門において、兄と自分とでは、まったく別の人種であるということを……。ブレアの気性でそれができれば苦労はしない。






「ぐ……」






　ブレアは苦悩して……ジリジリした顔で自分を睨んでくる母と、柔和な顔で不思議そうな兄に……辛うじて……言った。






「あの……何度も申し上げますが……本当に……そのような段階ではないのです……」

「ではどの段階なのよ」






　すぐさま、言ってご覧なさいと母に返されて、ブレアが怯む。






「ど、どの……？」






　そんなことを言われても。ブレアは未だエリノアには想いも打ち明けることはできていない。

　共に過ごすことは何度かあった。だが、核心に触れるようなことは何も言えていない気がする。






「世間的な言葉で言えば……」

「言えば？」

「か──……片思いと……いう、ものでは、ないか、と……」






　いい歳をして、何故こんなことを母親に打ち明けねばならぬのだと思いつつ──辛うじてそう声を絞り出す。と……。






「片、思い……？」






　その言葉に、王妃はとても落胆した表情をした。──しかし反対に、兄リステアードは、ほわわっ……と目尻を下げて妙に嬉しそうだ。どうやら王太子は弟が恥じらっているのが可愛くて仕方がないらしい。可愛すぎて、同時にセットでエリノアまで愛しく感じてしまう兄リステアードは──菩薩のような微笑を浮かべてブレアを見ている。






　……だがしかし。彼が微笑ましそうにウキウキしている横で、王妃はガックリ肩を落として項垂れている。






「片思い……なんだか先が長そうな響きね……いえ……でも……そんなことは、ないはずよ！」






　だってケルルの報告では、二人はもう結婚秒読みだと言っていたもの！　と、王妃。あの脳内お花畑の騎士の言うことを鵜呑みにするのはどうかと思うが、気を持ち直した王妃（強い）は「いいわ！」と、拳を握る。






「この朴念仁に乙女エリノアの気持ちなんか汲み取れるわけがないもの。そうよ！　きっとエリノア嬢だって……！　ウェディングドレスはまた今度よリステアード！　今から母はエリノア嬢に本心を聞きに行って来ます！」

「は!?」






　高らかに猛々しい母に──ブレアがギョッとする。






「や──やめてください！」

「いやよ！　お前に任せておいたら百年先まで待たされてしまうわ！」

「は、母上！」






　ドレスの裾をつかみ、今にも走り出しそうな王妃を、ブレアは慌てて制止する。






　……もしかしたら。

　側室妃より、クラウスより。誰より厄介なのは……このお人かもしれなかった。

　……少なくとも、ブレアにとっては。間違いない。

















14　グレンのお手伝いという名の悪ふざけ












　──久々だと。黒猫が悪ノリをしている。

　己が生み出した黒い霧の中に身を潜ませながら──唖然と立ち尽くしている男たちをグレンはせせら笑う。

　ここのところ、ずっと人の街で大人しくすることを課せられていた。黒猫は、久しぶりにエリノア以外の人間を驚かすことができて、愉快でならなかった。

　空に稲光を走らせれば男たちは身をすくめ、地に黒煙を這わせればギョッとする。

　それを笑い転げる黒猫が、いったい何をしているのかといえば……クラウスに絡まれている騎士を救出したいと言うエリノアの手伝いだった。

　箱に詰めこまれてここまで来た彼女は、シーツを台無しにされたことも、騎士らのガサツなやり口にも心底カチンと来ている。……が、かと言って、箱詰めのエリノアをクラウスの手から守ろうとした彼らを放っておくこともできなかったらしい。

　必死な顔でグレンに『手伝って！』と頼ってくるもので……最近、妹たちばかりがエリノアに可愛がられていて不満だった黒猫は、まんざらでもない。すっかり気をよくしたグレンは、上機嫌でどんどん黒煙を生んでいく。

　……が、しかし……実はエリノアがグレンに頼んだのは、転送術による箱からの脱出だけだったりする。

　クラウスに対する不安と、騎士たちに対する激怒で、注意力が著しく低下していたエリノアは、魔物の悪ノリに気がついていない。グレンが煙の中で尾をくねらせながら笑う。






（あはは、私が思いっきり盛り上げてあげますからね♪）






　ニヤニヤと悪そうな顔をする魔物だが……しかしグレンにも、一応考えというものがあった。

　エリノアは、なんとか事態を誤魔化してクラウスから逃げるつもりのようだが……グレンの見た限りでは、あの第三王子は、そう簡単に口先だけで煙にまけるほど容易そうには思えない。それで──この雷と黒煙のエフェクトである。多少脅かしてやったほうがいい。迫力重視、見た目を派手にしてビビらせてやろうと、グレン。






（だってそのほうが逃げやすいでしょ。うーん……いっそのこと、瘴気の濃度を上げてやろっかな……）






　そのほうが色々派手でいい。

　彼の身体から生まれる黒煙は、ごく薄い瘴気だった。しかし濃度によっては、触れた人間は魔障に冒され下手をすれば命を落とす。

　だが、グレンにとっては人間の王国などどうでもいい話。騎士が死のうが、王子が一人くらい死のうが関係ないのだ。むしろ王子が瀕死にでもなれば、連中も騎士やエリノアたちを構っているどころではなくなるだろう。

　それにと、グレン。もし大騒ぎになって王城がカラになれば、ブラッドリーに献上できるなぁなどと、邪な考えが浮かんでくる。






（…………えへ）






　エリノアの背後でグレンはニンマリと口の端を持ち上げて。その背が、猫が怒る時のように山なりになったかと思うと──そこから墨を流したような黒煙が噴き出した。それはグレンの背の左右に翼のように広がって……。

　煙の中に、黒い獣の影が蠢く様子を目撃した者たちが悲鳴を上げた。彼らは、あれはいったいなんだとざわつきはじめたが──自分たちの足元へ迫り来る瘴気の危機には気がついていない。

　地を毒し、人に魔障を与えて死に至らしめる毒霧は、地を這うようにして、ゆっくりと人々に向かって行った。

　それをしめしめと窺いながら、悦に入るグレン。調子に乗った黒猫は、身体からどんどん瘴気を生んで行く。

　忍び寄る瘴気は、じわりじわりと、蝕む対象を目指し──……。






　だが、その時だった。

　グレンの標的たちの前で、仁王立ちして騎士らを睨んでいたエリノアの、その足元を煙が緩やかに通過して行こうとした──……その刹那。

　瘴気の流れを視線で追っていたグレンはギョッと目を剥いた。






（……あれっ!?）






　大きく開けられた青い瞳に、エリノアの足元で輝く何かが映った。輝きはごく小さな白い火花のようだった。それは黒煙の中で、小さくも、眩く光る。輝きは連鎖することで次第に大きくなって、いつの間にか──瘴気が──薄くなっていた。






（…………）






　魔物は、黒煙の中で、しばし光に瘴気が消し飛ばされていく様子をぽかんと眺めていた。グレンの身体からは、今なお瘴気が生まれ続けているが、エリノアの傍へそれが近づくと……浄化され、それ以上向こうには進んでいかないのだ。──……グレンは、気がついた。

　遠くの木の上に、聖剣が佇んでいる。

　緑葉の陰にひっそりと立ったテオティルは、エリノアをじっと見ていたが……グレンが己を見ていることに気がつくと、にっこりと美しく微笑して見せる。






（…………チッ）






　途端グレンの口が舌打ちし……だが、次いで──同じ口から、プッと噴き出すような笑いが飛び出した。






（あーあー……）






　なるほどなるほど、こうなるのかと……青い瞳が諦めをにじませつつ見上げるのは、一つの背中。

　遠巻きに聖剣がこちらを見ているが、グレンには分かっていた。聖剣が何かをしているわけではない。しているのは──この、背の持ち主だった。

　普通なら、人が一発で魔障に冒される毒気を含んだ瘴気。その中に──ホウキを手に大股を広げて立つ娘の背。

　相変わらず攻撃力も防御力も低そうな双肩。箱から抜け出して、慌てて走って来たもので、息もぜいぜいと上がっている。

　──だというのに。

　エリノアは、瘴気の中でも平然とそこに立ち、あまつさえそれに一瞥もくれることなく浄化してしまった。






（……あはは）






　ヤな感じ、とつぶやきながら、グレンは苦笑する。

　娘は騎士たちに憤慨しており、己の足元も、空の上のバリバリと天を裂くような稲妻をもそっちのけ。呻くような声で「騎士様！」「シーツ!!」と繰り返している。

　それでも──エリノアの聖の力は、主人の意思とは関係なく、グレンの瘴気を次々と浄化していく。弾けるような音と光を生みながら、綺麗さっぱり、ものの見事に。

　少しだけ、グレンの瞳に警戒の色が浮かんだ。






（あーあ、気がついてなくても浄化しちゃうのか……）






　瘴気がエリノアに効かないことは織りこみ済みの事態だが、気がつかれなければいけると思っていた。浄化までされてしまうのは予想外だ。エリノアの力は、彼女に触れたものだけではなく、彼女から離れた場所を進んでいた瘴気にも及んでいる。






（あれ無意識なのかな、怖っ！　でも……ぜんぜん制御してないというわけでもなさそうだけど……）






　オートなようで、瘴気の中にいるグレンまでは消そうとしてこない辺り、無意識でもかろうじて制御できているような節もある。






（ふぅん……）






　グレンは考える。

　エリノアのせいで瘴気はほとんど浄化されてしまった。もうそれは人間に魔障をつけられる濃度ではない。






（せっかく濃い目にしてみたのに……このまま瘴気を追加してっても無駄になりそうだな……）






　それに、あそこに聖剣が控えているということは、あまりやりすぎると滅するぞという脅しでもあるのだろう。






（ちぇー……）






　心の中でぼやいた黒猫。しっかし派手だなと呆れる。

　エリノアが無意識に瘴気を浄化しているのはいい。が……そのせいで、本人の気がつかないところで彼女の足元は余計派手な追加効果がかかっている。

　禍々しい色の煙の中で、浄化の力が働く時、それは小さいが激しい輝きを伴った。

　それに加え、怒りに呼応するような稲光。足元に流れるくすぶったような色の煙もどんどんエリノアに消されているが、グレンが流し続ける限りは生まれ続ける。

　結果──……周囲から見たエリノアの立ち姿は、はからずして異様。そして……すこぶる物々しい。






　人間たちも、まさか自分たちがそんな娘に守られているとは思わないのだろう。何も知らない人間たちが、驚愕の眼差しでエリノアに慄いているのは愉快極まりなかった。






（いやー……見応えがある……）






　グレンは、さすが姉上と目を細めて笑った。






（ま、効果はなくてもいいか）






　ケロリとした黒猫は、彼女を見ている連中をせいぜい驚かせてやろうと。含み笑いを響かせながら、煙の中を泳ぐように瘴気を撒いていった。もはやエリノアにそれが浄化されようが気にしないことにしたらしい。ハッタリでもいい、人間を驚かせられるなら。

　特に、と、グレン。その獲物を狙うような目が、建物の中から呆然とエリノアを見ているクラウスたちを捉えた。






（ああいうのはビビらせ甲斐があるんだよね……）






　あは！　と、黒猫は弾けるように笑う。






「寿命、二十年分くらい縮めてやろっと♪」

















15　ホウキの制裁












「……騎士様ぁぁぁあああ!!」






　怒号が黒煙を震わせた。ドスの効きまくった女の声に、窓の中で、育ちのいいクラウスたちが衝撃を受けている。唖然とした瞬間──その彼らの傍で、開け放っていた目の前の窓ガラスが一枚弾けるように割れた。






「！」






　その音にクラウスと取り巻きたちが身をすくめる。

　それでも何故か──彼らは窓の外の娘から目を離すことができない。

　怒りに燃えた娘の瞳は、彼らを見ていない。窓の外で衛兵と侍従に取り囲まれて、ぽかんとまぬけな顔で木箱にかじりついている騎士たちを睨んでいるだけだ。……が──雷光に照らされ爛々とした娘の双眸を見ていると。どうしてなのか──己がもっと大きな何かを見上げているような気がして──クラウスは困惑する。

　身体は凍りついたように動かない。それなのに、喉だけがゴクリと生唾を吞みこんで。






「っ……」






　そんな自分に気がついたクラウスは、唖然とした。






　──バカな、この僕が女なんかに……。

　──しかも使用人風情に……。






　まわりで奇怪な現象が起きているとはいえ、立っているのはただの侍女。

　普段、彼はその制服を着た者たちを空気のように見下している。

　使用人は感情を殺し、ただひたすら従順に自分の命じたままに動く。そうでなかったことなどなく──もしそうでなければ、処罰という名の強制力で正される。王族である彼の思うままに。

　それが彼の生来の常識であり、当然のことだった。

　それだけに──クラウスが感じた娘の得体の知れなさは、他の者たちよりも大きかった。クラウスは、額に汗をにじませた。






　と、不意に──その鬼顔の娘が、窓の中にクラウスを見つけた。娘と目が合った瞬間に、クラウスは己の中に、はっきりとした恐れを感じた。思わず足が一歩後退しかけるが……彼がその場から逃げ出す前に──娘の表情が変わった。






「あ、クラウス様」と、言って、娘はペコリと頭を下げる。






「御前をお騒がせして申し訳ありません」

「！」






　あっさりと、唐突に声をかけられたクラウスは、その落差にうろたえた。

　周囲の者たちも息を吞んで。緊張した視線が青年に集まった。






「え、あ……？」






　顔を上げた娘は平然とした表情でクラウスを見つめている。それは、普段見る使用人たちの表情となんら変わりない。が……しかし、その足元からは未だトグロを巻くような黒い煙がもうもうと湧き、パチパチと何かがその中で光っている。

　呆然とするクラウスに、エリノアは、殿下？　と呼び掛ける。






「どうかなさいましたか？」

「ど、どうかなさいましたか、だと……？」






　思わず声が上擦った。






「どうかなさいましたかではない！　貴様……なんだその……」






　クラウスに怯えたように指差され、エリノアは不思議そうな顔をした。『なんだその』と、言われても、ホウキくらいしか持ってないんだけどなと思ったエリノアは、殿下はホウキもご存知ではないのかしらと思いながら答える。






「？　これはホウキですが……あ、掃除道具です。でも今回は騎士様たちの根性を叩き直すべく用意いたしました」

「はあ!?」

「いえ、同じ国王陛下のもとで働く身として、もう少し他部門の仕事にも敬意を持っていただきたいと申しますか……あ、もしや殿下もこの騒々しい騎士様方に何か被害をお受けに？　でしたら、わたくしめが喜んで代わりに制裁をお引き受けしますが……」






　と、娘は手持ちのホウキを強く握り、そのミシッ……と軋む音に、クラウスが身を仰け反らせた。

　口調は丁寧だが……娘の目は笑っていない。その顔からもらされる『制裁』という言葉は、何故か異様におどろおどろしく聞こえた……。

　クラウスはひどく狼狽した顔で、ついにエリノアを怒鳴る。






「……！　お、お前はなんなんだ！」

「え？　わたくしめですか？　……？　……わたくしめは王宮の侍女です」

「あの稲妻はお前か!?」

「え？　何故……？　お天気が悪いのは……わたくしめのせいなどであるはずがないと思うのですが……」






　キョトンと返されて、クラウスが戸惑う。






「で、では、その煙と光は──」






　なんだと、クラウスはエリノアの足元を指差したが──……途端、その顔が愕然とする。






「？　煙？」






　エリノアが不思議そうに振り返った時──そこには何もありはしなかった。

　なんてことない建物の出入り口があるだけの背後を見てから、エリノアは困ったような顔でクラウスを見上げた。王子の顔はどうしてだかとてもこわばっていた。






「？　わたくしめが走って来たせいで……ホコリでも舞っていましたでしょうか？　申し訳ありません、掃除不足ですね」

「………………そ、そんな馬鹿な……」






　先ほどまで、確かにそこにあったはずの黒煙が幻のように消えていて。エリノア以外の誰もが言葉を失い、辺りを忙しなく見回している。絶句して、それきり無言のクラウスが不思議ではあったが……エリノアはひとまず話の続きとばかりに、指先を騎士たちに向けた。






「ええと、それでですね。わたくしめ、そこの騎士様方に仕事を台無しにされまして……こうして荷を取り返すべく追いかけて来たという次第なんです。殿下、申し訳ありませんが、騎士様方をお借りしてもよろしいでしょうか？」

「荷……荷だと……？」

「はい」






　エリノアはこっくり素直に頷いて──それから再びグワッと表情を変えた。






「っ！」






　クラウスに向けていたよそ行きの顔を綺麗に消し去って、エリノアは鬼顔を騎士たちに向けた。その激変に、クラウスがまた身をこわばらせている。

　が、エリノアはそれには気がつかず。ぽかんとした顔のまま、自分とクラウスのやり取りを見ていたケルルたちに向き直った。






「その箱！　わたくしめがせっかくアイロンをかけたシーツ！　どうして勝手に持っていくんですか！」

「あ……」






　指をさされたケルルたちは、やっと我に返って。ああ……と、戸惑った様子で木箱を振り返った。彼らを取り押さえていたクラウスの侍従や衛兵たちは、思わずといったふうに彼らから手を離す。






「──え？　シーツか、あはは？　でも……あれ？」






　エリノアに恨みがましい目で睨まれたケルルたちは首を捻った。彼らはエリノアが箱の外にいることが解せない。

　俺達、確かにこいつを箱に入れたよな……？　と、困惑した顔を見合わせて。

　エリノアの言う〝シーツ〟を、この箱に投入した時だって、確かにそこに娘の姿を確認したはずなのに。

　ケルルがなんで…？　という顔でエリノアに問う。






「嬢ちゃんいつの間に──」

「いつの間にじゃありません！」






　ケルルの問いをピシャリとはねつけて。エリノアはホウキの穂先を騎士らに向けた。






「誤魔化そうったってそうは行きませんよ……私が丹精こめてアイロンかけたっていうのに……ほら、早く箱を開けてください！」

「お、おう……？？？」






　ケルルたちはまったく意味が分からないという顔のまま、箱に手をかける。

　それを見た周囲の者たちが騒めいた。あれだけ開けるのを渋り抵抗していた騎士たちが、やっとそのフタを開けるとあって、周りの視線は一気に箱に注がれた。

　ブレアの配下が、あんなに必死に守ろうとしたものとはいったいなんだったのかと、クラウスたちも、ついエリノアに対する怯えを忘れ、窓から身を乗り出して箱を覗きこんでいる。……が……。






　観衆たちに注目される中、騎士たちに持ち上げられたフタの下から現れたのは──






　乱雑に折り重なり、しわだらけの──数多の白い布。──シーツ。






「「「…………」」」






　──見物人たちの目が一瞬にして点になる。

　──クラウスが、はっ!?　と、ものすごい形相をした。

　──衛兵たちが、え？　こんなもののために俺たちを呼んだのか？　という顔でクラウスをチラ見する。

　──ケルルたちは、箱を開けても尚、そこにエリノアがいないことが納得いかなかったのか……あれ、なんで？　という困惑の顔で箱の中のシーツを腕でかき回し、居るはずのない……というか、もうすでにそこにいるエリノアを探している。

　──そしてそれを見たエリノアは、しわだらけにされたシーツを、さらにかき回しグチャグチャにしていくケルルに壮絶にイラッとしている……。






「…………？　……イリュージョン？」






　ぽかんと言ったケルルのセリフに、エリノアは憮然とした顔のままフイッと視線を逸らした。

　そこへ……呻くような声が響く。






「……シーツ、だと……？」






　眉間にしわを寄せたクラウスが彼らを睨んでいる。その気難しそうな顔に、周囲の者たちが黙りこむ。

　騎士たちの様子から、箱の中身が、己が憎む兄にとってたいそう重要なものではないかと期待したのに……それが……なんてことない、ただの布切れだと分かったクラウスの苛立ちは強かった。怒りを滲ませる王子の青白い顔に、誰もが彼に激しく当たり散らされることを覚悟して身を竦める、が……。

　青年が苛立ちのこもった金切り声を上げる前に、エリノアが恨みのこもった声で嘆く。






「ひ、ひどいぃぃ……っ！」

「……！」






　その声に、エリノアの存在を思い出したクラウスたちが、叱責の声を吞み、うっと身を仰け反らせた。

　エリノアは恨めしそうな顔で騎士たちを睨んでいる。半ベソだ。ホウキを握りしめる手がプルプル震えている。

　──シーツはとてもそのままでは使えそうになかった。洗濯からやり直しである。

　尖った視線が騎士たちに突き刺さる。






「騎士様……？　ちょっと洗濯仕事を軽んじすぎておいでではありませんか……？　この大きさの布を洗濯して、綺麗にアイロンかけるのって大変なんですよ……!?　アイロンって結構重いしすごくあっついんですからね！　それに……これブレア様のシーツなんですよ！　大事なブレア様の……ぁあああ！　こんなに乱雑にして……破けでもしていたらどうしてくれるんですか!?　上等な布なのに！」

「いや、すまん、その……」






　ヘラッと笑うケルルを下から睨み、エリノアはホウキを握りしめた。






「え？　なんだ嬢ちゃん顔が怖……」

「怖くて当たり前です！　ブレア様の安眠妨害行為ですよこれは！　なんという仕打ち！　わたくしめの午前の労働を返せ！」

「!?」






　ホウキを手に、騎士らににじり寄るエリノアを見て、周囲がギョッとする。怒れる娘の背後には、再び黒煙が揺れていた。






「ま、待った待った！　嬢ちゃん、ちょ、さっきからなんだそれ!?　なんの煙……」

「はぁ!?　煙!?　知りませんよ！　適当なこと言って誤魔化そうたってそうは行きませんからね！」

「いや!?　ちがっ──」






　──と。ケルルが慌てて手を振った時。

　エリノアは般若の形相でホウキを大きく振りかぶった。






「我が労働とブレア様のシーツの恨み……!!」






　クラウスらは──






　そのホウキが騎士の硬そうな尻に衝突する様を──呆然と、眺めているのだった……。

















16　ホウキと白刃












　半ベソ顔で、騎士たちを手持ちのホウキで殴るエリノア。よほど怒っているのか、額まで真っ赤にしてキーキー怒った小猿のような有り様の娘。を……ケルルたち騎士は、思わず無言で見入ってしまう。

　三人は考えていた。なんだか不可解な現象が起こった気がしたが……現在のエリノアには普段と違うところは何もない。いつも通りよく動き、表情が元気なエリノアを前に、騎士らは頭に疑問符を浮かべる。

　辺りを漂っていた黒煙も……いつの間にか（エリノアの怒りように見とれているうちに）またどこかへ消えてしまった。

　騎士たちが顔を見合わせる。あるか？　……ない、消えた。……錯覚……？　と、いう無言の会話がそこでなされ、騎士たちは言葉なくエリノアを見下ろす。






「「「…………」」」

「ちょっ……！　どうしてびくともしないんですか!?」






　力一杯叩いているというのに、何故か騎士たちがシン……と、鎮まり返ってしまったもので……今度はエリノアが唖然としている。

　この騎士らは、この非常時にいったい何をのんびりしているのだろう。今は、場は水を打ったように静か（エリノア以外）だが、ここにはいまだ、自分たちを見下ろす窓辺に第三王子がいて、こちらをずっと凝視しているというのに。






（ちょっ、とぉおおおお!?）






　焦る娘。

　エリノアとしては、このままどさくさに紛れ、力づくで騎士らをホウキで追い立てて。羊を追う牧羊犬のごとく、素早く颯爽と王子の前から逃走しようというつもりだった。幸いなことに、何故か放心状態の王子は、こちらを見つめたまま動かない。絶好のチャンスだ、と、思うのに……。






（お、重いぃ！）






　いかんせん、強靭な筋肉に包まれた騎士らは、見た目通り防御力が高く重量もあった。

　小柄なエリノアがいくら武器（ホウキ）を使っているとはいえ、痛くも痒くもなかったらしい彼らは、バシバシとホウキで打たれながらも、ちっとも動く気配を見せない。






（ちょっと騎士様！）

「…………」






　小声で話しかけてみても騎士らは無反応。仕方ない、この時彼らもいくらか動揺していた。何せ箱詰めしたはずの娘が、何故か外にいる。が──当然エリノアが魔物に頼んで魔法で箱から脱出したなんてことは、彼らには分かるはずがない。騎士らは不思議そうに首を捻っている。

　そんな彼らに痺れを切らしたエリノアは、彼らをホウキで追い立てるのを諦めた。ホウキを横に持ち直し、それをケルルの身体に押し当てて足は精一杯踏ん張ってみる。






「（う、重……）騎士様たちの恩知らず！　今あなた方が着ている隊服だってっ、大きな穴が空いていたのをわたくしめが繕ったんですからね！（早く動け！）」






　恨めしそうに訴えると、やっと現実を思い出したのか、騎士らが夢から醒めたような顔をする。






「…………ごめんて」

「そんなに興奮するな、鼻血が出るぞ」

「お菓子いるか？」






　と、ケルルがサッと取り出した菓子は──かじりかけである……。

　エリノアは頭痛を感じた。本当に、なんて察しの悪い騎士たちだろうか。

　今それどころじゃない！　と、憤慨したエリノアが、口を開けて苦情を申し立てようとした瞬間。






「いりませ、にゅっ!?」






　ケルルに無理やりパウンドケーキを口に押しこまれたエリノアが目をまるくする。突然の粉物攻撃に娘が目を白黒させ。そのまま背後にひっくり返りそうな首根っこを──ひょいっと器用に捕まえて、騎士たちは顔を見合わせる。






「……担ぐか？」

「いやもう一回箱……」

「いや、怒られるって（※エリノアに）」






　もう今更な気がするけどなーと、言いながら、ケルルは身をかがめてエリノアを俵担ぎにする。






「!?」






　咳きこむ間に肩に担がれたエリノアは、鬼顔でケルルの背中をバンバン叩いている。






「ムガッ!?　ガー!!」

「あ、シーツ？　だな」






　怒るエリノアは、おそらく「離せ下ろせ！」と言っているのだと思うが……それを「シーツも持ってこい」という意味だと思ったらしいザックが、いそいそと木箱を抱える。

　周囲の侍従や衛兵たちは、まだ唖然としたままエリノアの鬼顔に怯えている。が。

　そのジタバタ騎士の肩の上で暴れている娘の顔を見て──ハッとした者がいた。

　──クラウスだ。

　窓の内側から彼らを唖然と見ていたクラウスは、その憤慨して喉に菓子を詰まらせた娘が、以前──舞踏会で兄のダンスの相手をつとめた娘なのだと、やっと気がついた。






「……トワイン家の……娘か！」






　クラウスが以前エリノアの姿を見た時、彼女は舞踏会用のドレスを着ていた。それが今回は、彼が特に記憶に留めない者たちの服──侍女用の制服を着ていたもので、クラウスにはすぐにエリノアを判別できなかった。彼は使用人の顔など、ほとんど覚えることがない。

　しかし──そうと気がついたクラウスは、すぐさま窓から身を乗り出して、下で娘たちの騒動を呆然と眺めている己の侍従たちを叱咤した。






「おい！　その女を捕らえろ！　ぼけっとするな！」






　クラウスの叱りつける声に、我に返った侍従たちが、反射的にエリノアに向かって行く。が、皆、先ほど起こった、怪異ともいえる出来事への不安が拭い去れないらしい。ケルルら騎士たちを囲んだはいいが……男たちは一瞬エリノアに近づくのを躊躇った。

　それでもクラウスに「何をやっている！」とわめかれると、どうやら王子への恐怖のほうが上回ったらしい。慌ててエリノアたちに向かって行く侍従たちを見て、クラウスがいびつに笑う。

　娘の登場には不可解なところが多かった。が、場に好機を見たクラウスは、ひとまずそれは忘れることにした。この状況であれば、クラウスには娘を捕らえる口実がある。

　娘は王子たる自分の目の前で、騎士たちに乱暴を働いた。理由がなんであれ、それだけでも罪に問うには十分だ。そこにいる騎士がブレアの配下だろうがなんだろうが知ったことではない。

　もしくは逆に、ブレアの騎士たちに連れ去られようとしたところを助けたとでも嘘ぶけばいい。そうなれば、ブレアのもとへ返さない口実もできるわけだ。偽りの目撃者や証言者など、彼には幾らでも用意することができるのだから。

　しかし本当は……クラウスは、エリノアに手を出すのは、もっと時期を見るつもりだった。

　今は彼にとっても大切な時期。そう遠くはない未来、それぞれ国内に堅固な地盤を敷き王座の前に立ち塞がる兄らを追い落とすために、現在水面下では、母ビクトリアと共に着々と計略を推し進めていた。今日のように高官の息子たちを部屋に集めているのも、ただ無為に過ごしているわけではなく、堕落を装いつつも、来るべき日のため、彼らとその父らを抱きこむためのことだった。

　王座を得るためならば、彼はいくらでも金をばら撒くし、こうして分かりやすく富と権力に食らい付いてくるような輩ほど扱いやすいものはなかった。いかに兄らの地盤が盤石に見えても、計画的にじわじわと侵蝕していけば、決して倒せぬ相手ではないとクラウスは考えていた。彼には母の出身国の後ろ盾もあり、そちらとの関係も密にしているし、それに、国を跨ぎ世界に影響力を持つ女神教会内部にも、取引に応じる者をすでに得ている。

　……大事な時なのだ。これらの計略を無駄にしないためにも、努めて慎重でいなければならない。

　──だが──……。それを押してなお、此度思いがけず訪れたこの機会は、次兄の弱点ともいえる存在を支配下に置く絶好のチャンスだった。クラウスもこれには、咄嗟に見過ごすことはないと思った。いずれ来るその時にも、あの次兄が、珍しくも気を許しているというこの女エリノア・トワインを使えれば……大いに役立つだろう。同じく王太子の弱点たる同盟国王女ハリエットとは違い、後ろ盾が将軍家だけという点も気に入った。貧しく弱い立場の者は強欲な者と同じように扱いやすく、攻め入る隙も多いというのがクラウスの認識だ。

　……あの偽物の〝剣〟と同様、切り札は多い方がいい。

　クラウスの見開いた瞳は、狡猾で傲慢な色でエリノアを捉えて、口元には笑みすら浮かんでいた……。












「あっ！」

「！　嬢ちゃん！」






　駆け出そうとしたケルルの身が後ろに引かれる。ケルルが振り返ると、追って来た侍従たちが、彼の肩の上のエリノアを両側からつかんでいた。腕と服をつかんで肩から引きずり下ろそうとする男たちに、ケルルが怒鳴る。






「ちょ、おい離せ！　セ、セクハラだぞ！」






　お前が言うな！　とエリノアは思い切り思った。か、どうかは、今は置いておくとして……。

　ケルルは必死で、もぎ取られそうなエリノアの腰をつかんで抵抗。

　しかしクラウスの侍従たちもエリノアの両腕をつかんで離さない。






「!?　ぅ、い、ったたたた……！」






　腰と腕を前後から引っ張られたエリノアはたまったものではない。

　その顔が苦痛に歪み、苦悶の声が漏れ出ると、ケルルが焦る。騎士は離すべきか迷ったようだが──しかし離せばエリノアがクラウスに連れて行かれてしまう。それは物凄く嫌な予感がした。だが、仲間二人は他の侍従を相手にしていて手を借りられる状態ではない。






「あ、あわわ……こ、こういう時本当の親は手を離すのか!?　離すのが正解か!?」

「あ、あなた私の親じゃ……い、ぃたたたたっ！　ちょっと！　腕、もげますったら！」






　うろたえるケルルには突っこみ、侍従には威嚇を向けるエリノア。遠慮なしで腕を引いてくる侍従たちを睨む。ものすごく痛くて、腹が立って──。






　その時──。






　気合でなんとか握りしめていたエリノアのホウキが、うっすらと白みはじめた……。

　同時にエリノアの手の甲の女神の印も同種の光をにじませる。

　光は次第に強くなって行くが──エリノア本人も、ケルルも、必死すぎてそれどころではない。娘を逃せばクラウスに罰を与えられる侍従たちも同様だ。

　しかし──エリノアの手の中で、何ものかがひっそりとホウキと入れ替わろうとしている。

　──その様子を、傍の木の上で眺めていたグレンが顔を歪めて後退る。






「ぅえ、聖剣のやつ……」






　エリノアが放つ聖の気が次第に強くなり、グレンはそれ以上前へ出ることができなかった。黒猫は呻く。






「こんなところでお前が出しゃばったら、姉上が勇者だってバレるだろうが……あのクソやろう……！」






　──聖剣が、エリノアが持つホウキと己の身を入れ替えようとしている……。






　それをいち早く察したグレンは、視線を走らせて、己とは反対側の木の上から騒動を眺めている青年を睨んだ。

　確かにエリノアはピンチだが、人間たちの目前である。今はまだホウキとエリノアの放つ光は明るい陽光に紛れる程度。だが……さすがにホウキが聖剣へと変われば、この場は大変なことになるだろう。

　グレンは激しく舌打ちし、枝を蹴って。今まさにエリノアの手元へ自らを転送しようとしている聖剣の元へ渾身の力で跳んだ。──聖の気配が彼の魔の身には痛く、毛並みからは燻るような煙が上がったが……それどころではない。──この時彼は、この一瞬、己が魔物であることも、エリノアが敵対すべき女神の勇者であるということも忘れていた。ただ、止めなければと強く思って……。しかし。

　鋭い瞳をしたグレンが、木の上からエリノアを見つめているテオティルに飛びかかった、その瞬間──青年の姿は霞のようにかき消えた。






「！」






　爪が空振りし、聖剣がいたはずの枝に着地したグレンは──息を吞んで振り返る。

　その目が──苦痛に歪むエリノアの顔をとらえた、刹那──グレンは唖然と目を見開いた。









「ちょっと離してくださ──……っ……ん？　ぎゃ！」






　腕ごと持って行かれそうな力に抵抗して。侍従たちの手から、腕を引っ張り抜こうとしていたエリノアは、急に腕が楽になったことに瞳を瞬かせた。が、その瞬間、拮抗していた力がなくなったことで、エリノアは、彼女の腰をつかんでいたケルルごと後ろにひっくり返る。






「ひぃ!?」

「のわっ!?　い、てて……だ、大丈夫か嬢ちゃん……？」

「は、はい……」






　どうやら唐突に、侍従らがエリノアから手を離したらしい……。

　ケルルの膝に頭を乗せる形で転倒の衝撃から守られたエリノアは、慌てて立ち上がりケルルの腕を引っ張り上げた。

　そして後ろを振り返る。と──……。

　白刃の輝きが目に入った。






「え……!?」






　その冷たい色を見て、エリノアが短い悲鳴を上げた。重なるように──静かで低い声が響く。






「……お前たち……何をしている……」






　重い怒りのにじむ声に、侍従たちが戦慄したのが分かった。

　エリノアも、ケルルの隣で思わず息を吞む。






　その声の主は……たった今、エリノアがケルルとクラウスの侍従たちに引っ張られていた場所に立っていた。

　声の主と相対した侍従が小さく喘ぐ。……男の喉元には、鋭い剣の切っ先が迫っていた。

　よく磨かれた刃は陽の光を鈍く弾き、ひたりと侍従の首に狙いをつけている。侍従は、硬直したように動けない。

　同じように、彼に命じたクラウスが窓辺で身をこわばらせていた。が、そんな彼に一瞥をくれることもなく──。

　ひざまずいた侍従に冷徹な眼差しを落としているのは、鷹のような、灰褐色の双眸。

　剣を握るは、黒衣を纏った──……






　ブレアであった。

















17　ブレアの怒り












「お前たちはクラウスの侍従だな……？　答えろ、お前たちは今何をしていた」

「…………」






　その怒気を前に口が利ける者などいなかった。

　怒鳴っているわけでもなく、それは静かな問いかけだったが。ブレアの口調には有無を言わせぬものがある。その声を聞いた侍従二人は、すぐにでも釈明したいと思ったが……王子の冴え冴えとした瞳を見上げると、その意思がくじけてしまうのだ。

　侍従も衛兵も怯えた。彼らもこの王子の冷たい表情は見慣れていたが、今見上げている表情ものが、普段のそれとはまったく別物であることは、はっきりと感じ取れた。

　特に侍従たちは……年中、主人クラウスに付き従い、彼が発する嫌味の数々に、冷静に応じる第二王子の姿を知っている。

　主人の異母兄に対する態度は年々ひどくなるが……それに対しブレアが感情的になったことなど一度もなかった。ましてや剣を抜くなどということは。……それだけに、今の彼が恐ろしかったのである。






　刃を突きつけられた侍従は、蒼白の顔で己の主人に助けを求める。決してあてにはできないことは分かっていたが、それでもそうせずにはいられなかった。

　そんな……怯えた視線の行先を見て、ブレアが目を細める。






「……なるほど。──クラウス」

「！」






　兄に名を呼ばれたクラウスが、グッと顔をこわばらせる。






「手出しは無用と言っておいたはずだが……忠告は聞けぬか」






　ブレアは剣を下ろし、弟を見た。鋭さは消えなかったが、瞳にはやるせなさが滲んだ。

　いつまで経っても改まらない弟の横暴さが虚しいという顔だが……それはクラウスの癪に障ったらしい。母親の違う兄を快く思っていない第三王子は、兄の悲しげな顔にカッとなって虚勢を張る。






「忠告？　は！　なんのことですか兄上。私はただそこで騎士に狼藉ろうぜきを働いた者を捕らえようとしただけです」






　尊大な口調で言ったクラウスは、エリノアを指差して。嘲笑うような視線を向ける。






「狼藉……？」






　クラウスの噛みつくような言葉にブレアの眉が持ち上がる。

　ブレアの登場に、しばし唖然としていたエリノアは、ハッと我に返った。

　確かに狼藉と言われればそうだった。エリノアは使用人階級、ケルルたちは騎士位を持っている。

　ただ……ケルルたちはいつも異常にフレンドリーで。

　エリノアの無礼を当たり前のように流してくれるし、毎日当たり前のように迷惑をかけてくる。仕事の邪魔はするわ、余計な業務を押し付けた挙句、それを台無しにするわ……怒ったエリノアがホウキで彼らを追い払うくらい日常茶飯事。するとエリノアの反応が楽しい騎士らは図に乗って更にちょっかいを掛けに来る……というエンドレスループな関係。……要するに、ただのじゃれあいに等しいのだ。

　現に、クラウスに『騎士に狼藉』と言われた当人たちも全然ピンときていない。首を捻ったケルルたちは、怪訝な顔でコソコソ言葉を交わしている。（「……狼藉？」「騎士って……誰のことだ？」「は？　俺たち？」）






　けれどもと、エリノア。

　この状況で、クラウスがそれを理解してくれそうかと言うと……否である。






（…………クラウス様の前っていうのはやっぱり……不味かった、かぁ……）






　ちょっと分かってはいた。だが騎士たちを放ったままにはしておけなかった。一か八か。気合でなんとかしたいと思ったのだ。






　──その……なんでも気合でどうにかしようとするところ直したほうがいいよ……。






　以前、ブラッドリーに言われた言葉が耳に蘇る。






（……他の人を、巻きこむわけには、いかないわ……）






　いや、そもそもエリノアは巻きこまれた側のような気もするが……仕方ないと彼女は思った。






（お給料カットかな……降格で上級試験受け直し……？　追放……なんてことにはならないといいけど……）






　エリノアはぎゅっとホウキを握りしめ、顔を上げ、一歩前に進み出た。






「申し訳ありません、わたくしが──」






　と、言いかけて、ハッとする。いつの間にか、少し離れていたはずのブレアの背が、目前にあった。






（──あれ？）






　不思議に思ってから、気がついた。その背は、エリノアにあれほど刺すように注がれていたクラウスの視線を遮ってくれている。






（ぅ……）






　それがさりげないブレアの気遣いだと察して。エリノアはこんな時にも関わらず心がほんのり幸せな気持ちになった。些細なことだが嬉しかった。思わず感動していると、誰かが鼻を鳴らす。もちろん言わずと知れたクラウスである。

　目敏いクラウスも兄の行動に気がついて。軽蔑したような顔で言う。






「何をお怒りか分かりませんね。使用人ごときが王宮を騒がせるなどもってのほか。罰を与えられても当然のことではありませんか」

「あ」






〝使用人〟と強調するように吐き捨てるクラウスの冷たい声にエリノアはハッとして。慌てて前へ出ようとするが、ブレアがそれを許さなかった。






（ブレア様──？）






　エリノアは困惑したようにブレアの顔を見上げるが、ブレアは饒舌な弟を真っ直ぐに見ている。






「そのような者がいては王室の威信が問われます。すぐに排除すべきです。代わりなどいくらでも──……」






　笑いながら言いかけたクラウスは……窓枠を隔てた先にある異母兄の顔を見て──思わず言葉を吞みこんだ。

　そこに浮かぶのは、怒りというよりも不動の意志だ。ブレアは眼光鋭く、ずしりと身体の芯に響くような声で弟に言い渡す。






「──ならん」

「っ……」






　はっきりと発言を切り捨てられ、兄の気迫にクラウスが怯む。






「何故、理由も問わず処罰に直結させる。騒動があったなら状況を聞き取るのが先だ」

「く……だらない！　どうして私がそんな者のために時間を割かねばならないのですか！　私は王族ですよ！」






　顔をしかめ、虚勢めいたセリフを吐く弟に、ブレアは、ほうそうか、と頷く。






「小事に割く時間はないと言うか……ならば本件は私が引き継ぐ」

「!?」

「私がお前に代わり、状況を判断し適切に処理しておく。証言することがあるならば、この者たちを私が預かろう」

「！」






　そう示されたのは、エリノアを捕らえようとしていた侍従二人である。侍従たちは青ざめ、クラウスは慌てた。

　エリノアを捕らえてやろうと思ったのに、これでは逆に己の手下を連れていかれてしまう。

　ブレアは毅然と言った。






「心配するな、何があったのかを問うだけだ。私の侍女を手荒に扱っていた理由ももちろん説明してもらう。正当な理由があるならば恐れる必要はなかろう。……正当な理由があれば、だが」






　この時、ブレアがクラウスに向けた視線の鋭さは、先ほど彼が侍従に向けた剣の切っ先よりも鋭いように思えた。一切の口答えを許さないと言うように、視線は微塵も揺るがない。

　それを目の当たりにしたクラウスは怖気づき──そんな己を酷く恥じた。が、そのまま反省するような素直さを彼は持ち合わせてはいない。

　屈折した性根の王子は、兄に気迫負けしている自分が、ハラワタが煮えくり返るほどに悔しくてたまらなかった。なんとかしてブレアの鼻を明かしてやりたくて、その忌々しさはそのまま兄の背後にいるエリノアに向かった。






（あの女っ……滅茶苦茶にしてやりたい……！）






　弟の激しい憎悪の表情を見て、ブレアも一気に殺気立つ。

　チリッと火花が散るような緊張感が辺りに漂って。エリノアを含め、誰もが息を吞んで二人の王子を見つめたが──。






　と、その時。






「ちょっと！」






　高い声が上がった。






「「！」」

「ぎゃっ!?」






　非難するようなその声に、皆一斉に振り返る。──同時に、王子たちを止めなければとアワアワしていたエリノアは、思わぬ方向から飛んできた声に驚いたのか、思い切りつんのめってブレアの背中に倒れこんだ。






「エリノア！」






　途端、ブレアの殺気が見事に消える。






「だ、大丈夫か!?」






　背中にすがられたブレアは、慌ててエリノアを抱き起こし、その顔を心配そうに覗きこむ。──と、再び「ちょっとブレア！」と、不満そうな声が青年に突き刺さる。

　ブレアはエリノアを支えたまま苦虫を噛み潰したような顔をして。エリノアはぽかんと声のするほうを見た。






「あ、のお方は……」






　──王宮の出入り口で、金の髪の貴婦人がプンスカ怒って立っていた。






「ちょっとブレア！　どうしてわたくしを置いて行くのです!?　エリノア嬢に会いたいのはわたくしなのよ！　お前が先に行ってどうするの!?」






　なんなのかしらあの子ったら、わたくしを止めたかったんじゃないの？　と、美しい口元をひん曲げて、それでもどこか品よく憤慨している彼女は──なんとこの王国の国母。王妃であった……。

　騒動の渦中にいきなり現れた佳人に、一気に場が混乱する。






「お、王妃様……!?」






　衛兵や侍従たちが慌てて足を折って首を垂れる。

　クラウスまでもがゲッと顔を歪めて焦り、怒りのあまり、共に来た母のことを失念していたブレアは呻く。

　その腕の中で、エリノアの顔面にはぶわっと玉のような汗が噴き出してくる。……なんだか今……王妃の口から己の名が出たような気がしたが……気のせいか。






「あら……なぁに？　なんの騒ぎなの……？」






　と、そこでやっと王妃は場の重苦しい雰囲気に気がついた。

　夫の側室の息子に気がつき、キョトンと「あらクラウス」と言い。ついでにそこに、ぽかんとした顔のケルルたちを見つけた王妃は怪訝そうな顔をした。

　対峙するように向かい合っていた彼らを見比べながら、形のいい眉を持ち上げる。そして怪しむような声。






「あら……？　トマス・ケルルじゃないの。……あなたまた何かしでかしたの？」






　疑り深い顔でケルルを見る王妃。エヘっと指をいじるケルル。

　……不思議とことを言い当てている彼女だが、どうやらブレアが守るように腕の中に収めたエリノアにはまだ気がついていない。

　エリノアに乱暴を働いていた男たちを目撃し、内心怒り狂っていたブレアは……今度は緊張感に欠ける母の登場に調子を狂わされた。苦悶するような、呆れたような、いわく言いがたい険しい顔で言う。






「……母上……すみませんが、今取りこみ中で……」

「？　何故？　……クラウス？」






　息子の疲れた様子に王妃が不思議そうだ。問われたクラウスが戸惑っている。






「まさか……また何か揉めているのですか？」






　探るような王妃の顔に、クラウスがぎこちなく笑い、首を振る。






「いえ……その……そのようなわけでは……」






　クラウスはそう曖昧に返しながら、王妃に気づかれないように歯噛みする。

　ブレアに加えて王妃まで出てこられると、さすがに分が悪かった。






「クラウス？」

「っ！　なんでもございません！　失礼いたします！」






　どこか悔しげに言い捨てて。逃げるように去って行くクラウスを、ブレアは目を細めて見送った。

　預けろと言った侍従たちも、どさくさ紛れにクラウスについて逃げて行く。が、あえて追うようなことはしない。

　腹はとても立っていたが、それよりも今は大切なことがあった。

　思わずホッとして。腕の中のエリノアの後頭部に手のひらを当てて安堵のため息をつく。

　連れていかれそうなエリノアを見た時は、心臓が止まるかと思った。クラウスがどのような企みであのようなことをしたのかは知らないが、彼女を連れていかれるわけにはいかなかった。






（良かった……）






　と、そっと黒髪を撫で、軽く引き寄せて。その感触を頬で感じた、時……。






　──ブレアはハッとした。

　腕の中で──エリノアが真っ赤な顔でうつむいて、ブルブルブルブル震えている。

　顔面の汗が──ひどい。






「っ！」






　それを見て、今更に密着しすぎの己に気がついたブレアが──壮絶にギョッと目を剥いた。

















18　王妃、究極の二択












　エリノアを抱きしめていたブレアが、慌てて手を離して後ろへ下がる。






「す、すまん……！」

「……」






　解放されたエリノアは、何故か微動だにしない。

　ただ、無言で一歩後ろに下がり──……。






　──土下座した。






「──申し訳ありませんっ」






　それに驚いたのはブレアだった。






「や、やめなさい、何故!?」






　驚いた男は娘を地面から引っ張り上げる。エリノアは沈痛な面持ちを真っ赤に染めて、頭をげっそり斜めに傾けていた。






「エリノア!?　どうしたのだ!?」

「お助けいただいたのに……そのブレア様の背中に頭突きかますだなんて……」

「ず、頭突き？」






　なんのことだとブレア。

　どうやらエリノアは──先ほど王妃の登場に驚いた時、彼女が彼に向かってよろめいていったことを言っているらしい。

　ブレアはなんだそんなことかと思ったが、侍女のエリノアにとっては、それは気が遠くなりそうな程の失態だった。青い顔で目をしょぼくれさせて。震える両手を組んでブツブツ懺悔するエリノアに、ブレアが慌てる。






「!?　いや……不可抗力であろう。倒れこんで来ただけではないか……」






　ブレアはなだめるが、エリノアはげっそりしたままだ。






「いえ……これはわたくしめの胆力たんりょくの問題です……転びそうだからって王子殿下を杖代わりにしていいわけがありません。立派な侍女はそこで殿下を華麗に避けなければ……そもそも侍女は有事に王族の方々を守らなければならないっていうのに……己がいの一番に驚いて殿下に攻撃（頭突き）してどうするのでしょう……」






　汗だくの娘は片手で己の心臓をギュッと押さえた。その下で、心臓はひどくドキドキしている。

　不謹慎な心臓めと、エリノアは恨めしく思ったが、しかし同時に先ほど後頭部に感じた感触を思い出すと……その動悸はおさまるどころか速くなる。

　何か……と、エリノア。先ほど王子に支えられたあと……頭に優しく触れたものがあったが、あれはまさか……王子の手だったのか。それになんだか激しく間近に──額に触れるくらいのごく近い場所に、ブレアの喉元が見えた気がしたが……。






（あれは──夢？）






　あの瞬間は、ただただびっくりして。でも、ふわりと爽やかな香りがエリノアを包みこんだような気がして──とてもとても心地よかった……。

　……が、今になってその図を客観的に想像すると、身体中の血液が煮えたぎりそうに恥ずかしい。






（ぅ、ダメだ……これ以上の回想は腰が抜けるやつだわ……）






　想像力豊かなエリノアは、自己防衛のために自主規制をかけた。






（……ま、前から思っていたけど……ブレア様はちょいちょい距離感が……なんていうか近すぎない……？）






　以前も何故か横抱きにされて、王子の住まいの中を意味不明に周回したことがあった。と、エリノアはもしかしてと悩ましげな顔をした。






（……もしやブレア様は……他の女性にもこう、なのかしら……）






　その考えはエリノアを大いにモヤッとさせた。

　いや、この朴念仁にかぎってそんなことはまるっきりない。全然ない。

　──が、エリノアはそうだったら嫌だなぁと考えて。そしてハッとする。






（……ダメダメ！　よこ……よこしま！　なんて邪悪な……ブレア様にタックルかましておいて何が……！　馬鹿なの私！）






　邪念を振り払うかのように、頭を勢いよく振ったエリノア（その百面相をブレアはしみじみと見つめている※可愛い）は、改まってブレアに頭を下げる。






「ブ、ブレア様……（※頭の振りすぎでクラクラしている。）本当に申し訳ありませんでした……それと──ありがとうございました。騒ぎを治めてくださって……本当に助かりました」






　そう言われて、エリノアの土下座やらなんやらで、一瞬クラウスのことを忘れかけていたブレアは、そうであったと娘を不安げに見る。






「……大丈夫か？」






　ブレアはエリノアの腕に目をやった。






「……侍従たちに随分強く引かれていただろう？　念のため医務室に……」

「そんな、大丈夫です、そこまででは……」






　心配そうなブレアの顔に、エリノアは慌てて手を振ったが、ブレアは渋い顔のまま引かなかった。

　侍従二人とエリノアを取り合っていたケルルは、重量級の見た目通り、かなりの力自慢だ。そのケルルと男二人とで、腕と腰を引っ張られて痛くなかったはずがない。ましてや華奢なエリノアだ。ブレアは叱るような顔で娘に言った。






「……見せなさい」

「え……」






　その言葉にエリノアの目が動揺する。






「え？　あ、あの……痛いところを、で……ございますか……？」






　エリノアは咄嗟に身体を手で押さえた。右手で左の二の腕を握り、左手で腹を。大したことはないと言いつつ、やはり身は痛かったわけだが……。

　腕と腰を引っ張られていたのだから、当然痛いのはその辺り。だがそこを見せろと言われても……。






（え？　私、見せるの？　ブレア様に？　二の腕と……お腹を？）






　ブレア相手にさすがにそれはちょっと……いやかなり恥ずかしいなと思ったエリノアは。どうしようと目を泳がせる。

　そんなエリノアに、他意がなかったブレアは不思議そうな顔をした。






「どうした？　早く──」






　と、言いかけて。その、キョドキョドとした目にブレアがハッとする。エリノアの手はもじもじと彼女の腕と腹を押さえている。その意味に、彼も、やっと気がついた。赤面した強面男の顔面は、恐ろしいことになっている。










[image: ]














「ええと……」

「い、や……何も邪まな意味では……だ、断じて……」






　真っ赤な顔で、よろめきながら後ろへ下がっていくブレアと、そんな王子に慌てる、やはりこちらも真っ赤な顔のエリノア。






「へ!?　い、いえいえまさか、そのようなことでブレア様を疑っているわけでは……あ──あれ!?」






　そういえば……とエリノア。あることを思い出して泡を食う。






「さ、先ほどこちらに王妃様がいらしてませんでしたっけ!?　あれ!?　王妃様!?　──が、いらっしゃらない!?」






　あれ!?　と、慌てて周囲を見回す娘。──に、探されている貴婦人はといえば……。









「………………」






　挙動不審にも、赤面し合いオロオロしている二人を──離れた木の陰からジッと眺めていた。

　同じ木の後ろにはケルルたち三騎士の姿もある。






「……王妃様……探されてますよ……」

「シッ！　お黙りなさいトマス・ケルル！　見つかっちゃうでしょう！」






　プンスカ怒った王妃に叱咤されると、ケルルはピョコッと肩をすくめて己の口を両手で押さえた。






「あのー……王妃様？　なんで隠れるんっすか？」






　こんなにコソコソした王妃を初めて見たなと思いながら、別の騎士が問う。その問いに、王妃はブレアとエリノアから視線を少しも逸らさずに、真面目くさった口調で「だって」と返す。






「恥じらっているブレアがおもし……いえ珍しくて可愛いわ……あの賊に斬りつけられても平然としている仏頂面がねぇ……ずっと見ていられる……なんなのこれ」

「確かに」

「分かります」






　頷く騎士たちと、王妃の通じ合っている感がすごい。






「そうよね？　見ちゃうわよね。なんなのあれは、ずるい。やっぱり報告ばかり聞いていないで早く見に来るべきだったわ。あの二人は……いつもあんな感じなの？」






　振り返る王妃に騎士たちはもう一度頷いた。






「はぁ、だいたいそうですねぇ」

「まあ……なんてことでしょう……！」






　その時、王妃の心の中では二つの感情がぶつかり合った。息子の微笑ましい顔をもっと見ていたいという感情と、じれったいという感情が。

　……息子の隣に寄り添うウェディングドレス姿の乙女を早く見たい。いや、もっと言うならば早く孫の顔が見たい。──だが、あの幻の生き物並みに希少な息子の恥じらった顔も、ものすごく惜しい。ハッと優雅に息を吞む王妃。






「え……究極の二択だわ……!?」






　どうしたらいいの!?　と、真剣な顔で慄いている貴婦人に──ケルルたちは、さすがうちの王妃様は平和的思考。のどかだなぁと思った。王妃は物凄く考えている。






「………………」

「……王妃様……？　どうなさいますか……？」






　ケルルが黙りこんだ王妃を恐る恐る覗きこむ。と、王妃が静かに言った。






「………………もうしばらく……放って、おきましょうか……」






　王妃はとりあえず、穏便な道を選択した。






「だってわたくし、王妃だもの。本気になればブレアを結婚させるのはいつでもできると思うのよ。でも……あれは……あの甘酸っぱい感じは、わたくしに演出できることではないものね……」






　赤面し合う二人を遠目に見ながら。王妃はもう少しだけ二人を大人しく見守ろう（覗き見しよう）と心に決めた。






「浮いた噂の一つもなかったあの子ですものね……今のうちにたくさんもどかしくも素敵な思い出を作らせてあげないといけないわよね……ええそうよね……」






　一人母親の顔でそっと涙を拭いながら、納得する王妃。その背後でケルルたちは大喜びである……。
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